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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ユーザーがマニュアル操作によって入力したデータを後記データ処理手段に送信する入力
手段と；
無線信号を受信してデジタル信号に変換の上、後記データ処理手段に送信する無線通信手
段と；
後記データ処理手段を動作させるプログラムを格納する記憶手段と；
前記入力手段から送信されたデータ及び前記記憶手段に格納されたプログラムに基づき、
前記無線通信手段から受信したデジタル信号に必要な処理を行って、デジタル表示信号を
生成し、後記ディスプレイ制御手段又は後記インターフェース手段Ａ１に送信するデータ
処理手段と；
画面を構成する各々の画素が駆動されることにより画像を表示するディスプレイパネルと
、前記データ処理手段から受信したデジタル表示信号に基づき前記ディスプレイパネルの
各々の画素を駆動するディスプレイ制御手段とから構成されるディスプレイ手段と；
「外部ディスプレイ手段を備えるか、又は、外部ディスプレイ手段を接続するかする周辺
装置」が接続され、前記データ処理手段から受信したデジタル表示信号に基づき前記周辺
装置に外部表示信号を送信するインターフェース手段Ａ１と；
を備えるとともに、
前記記憶手段は、ブラウザプログラムを格納し、
前記無線通信手段と前記データ処理手段とが相俟って、インターネットに接続したウェブ
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サーバからマークアップ文書ファイルを取得する機能を実現する、
携帯情報通信装置であって、
前記ブラウザプログラムは、同一のマークアップ文書ファイルを処理して異なるレイアウ
トのページ画像を生成する複数のレンダリングモードを有し、
前記データ処理手段は、「前記ウェブサーバから取得したマークアップ文書ファイルを、
前記ブラウザプログラムの一つのレンダリングモードに従って処理することにより生成し
たページ画像のデジタル表示信号」を前記ディスプレイ制御手段に、「前記ウェブサーバ
から取得したマークアップ文書ファイルを、前記ブラウザプログラムの別のレンダリング
モードに従って処理することにより生成したページ画像のデジタル表示信号」を前記イン
ターフェース手段Ａ１に、それぞれ送信する機能を有する、
ことにより、
同一のマークアップ文書ファイルを取得して処理することにより、前記ディスプレイパネ
ルと、「『前記インターフェース手段Ａ１に接続される周辺機器』に備えられるか、接続
されるかする外部ディスプレイ手段」に、異なるレイアウトのページ画像を表示できるよ
うにする
ことを特徴とする携帯情報通信装置。
【請求項２】
前記デジタル表示信号の送信先として、前記ディスプレイ制御手段と前記インターフェー
ス手段Ａ１のいずれか一方を選択して指定する送信先指定手段を備えるとともに、
前記ブラウザプログラムは、前記送信先指定手段での指定結果に基づいてレンダリングモ
ードを切り替える機能を有する、
ことを特徴とする、請求項１に記載の携帯情報通信装置。
【請求項３】
前記送信先指定手段は、「前記インターフェース手段Ａ１に『外部ディスプレイ手段を備
えるか、又は、外部ディスプレイ手段を接続するかする周辺装置』が接続されているか否
か」を検知し、該検知結果に基づいて前記デジタル表示信号の送信先を選択することを特
徴とする、請求項２に記載の携帯情報通信装置。
【請求項４】
前記ブラウザプログラムは、
水平画素数が前記ディスプレイパネルの画面水平解像度と同じであるページ画像（以下、
同幅ページ画像と略記する）を生成するレンダリングモードと；
水平画素数が前記ディスプレイパネルの画面水平解像度より大きいページ画像（以下、幅
広ページ画像と略記する）を生成するレンダリングモードと；
を有し、
前記データ処理手段は、同幅ページ画像のデジタル表示信号を前記ディスプレイ制御手段
に、幅広ページ画像のデジタル表示信号を前記インターフェース手段Ａ１に、それぞれ送
信する機能を有する、
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の携帯情報通信装置。
【請求項５】
前記データ処理手段は、特に、前記マークアップ文書ファイルがリキッドレイアウトを採
用している場合に、該マークアップ文書ファイルを処理して、
前記ディスプレイパネルＡの画面水平解像度に対応して改行する同幅ページ画像のデジタ
ル表示信号と；
前記ディスプレイパネルＡの画面水平解像度よりも大きい水平画素数で改行する幅広ペー
ジ画像のデジタル表示信号と；
との双方を生成する機能と、
を生成する機能を有することを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の携帯
情報通信装置。
【請求項６】
前記幅広ページ画像の水平画素数があらかじめ固定されていることを特徴とする、請求項
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１乃至５のいずれか一項に記載の携帯情報通信装置。
【請求項７】
前記幅広ページ画像の水平画素数を指定する水平画素数指定手段を備えたことを特徴とす
る、請求項１乃至５のいずれか一項に記載の携帯情報通信装置。
【請求項８】
前記水平画素数指定手段は、前記インターフェース手段Ａ１に接続されている「前記イン
ターフェース手段Ａ１に『外部ディスプレイ手段を備えるか、又は、外部ディスプレイ手
段を接続するかする周辺装置」における外部ディスプレイ手段の画面解像度情報を入手し
、前記幅広ページ画像の水平画素数として、該画面水平解像度を指定する機能を有するこ
とを特徴とする、請求項７に記載の携帯情報通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機などの携帯情報通信装置、携帯情報通信装置とともに用いる接続
ユニット、及び携帯情報通信装置とともに用いる外部入出力ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近の電子・情報技術及び通信技術の進歩によって、無線通信によってデータを送受信
する機能を有する、ＰＨＳ（Personal Handyphone System）を含む携帯電話用端末装置（
以下、「ＰＨＳを含む携帯電話用端末装置」を「携帯電話機」と略記する）やＰＤＡ（Pe
rsonal Digital Assistants）をはじめとする携帯情報通信装置は多機能化し、電子メー
ルの送受信機能はもちろん、インターネットに接続したウェブサーバからマークアップ文
書ファイル及びそのリンクファイルを取得し、適切にレイアウトした上で、通常は液晶デ
ィスプレイである付属ディスプレイに文字や画像を表示することによってウェブページを
閲覧するブラウザ機能を標準的に有するようになってきている。
　なお、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう「マークアップ文書ファイル」とは
、ＨＴＭＬ（Hyper Text Markup Language）、ＸＭＬ（eXtensible Markup Language）又
はそれらをベースとするマークアップ言語で記述された文書ファイルを意味する。
【０００３】
　また、ウェブサーバからゲームプログラムをダウンロードしてフラッシュメモリ等の記
憶手段に格納した上で、付属するキー操作部を操作することによって該プログラムを作動
させるとともに必要なデータをマニュアル入力することにより、付属ディスプレイに表示
される画像の変化を楽しむゲーム機能についても、多くの携帯電話機が保有するようにな
ってきている。さらに、一部の携帯電話機については、テレビジョン放送の電波信号（以
下、テレビ放送信号と略記する）を受信し、テレビ番組の映像を付属ディスプレイに表示
するためのテレビチューナ機能をも有するようになっている。特に、テレビチューナ機能
については、携帯情報通信装置向けの地上デジタル放送の開始が予定されており、このデ
ジタルテレビチューナ機能と上述のブラウザ機能を携帯電話機上で結合することにより、
携帯電話機ユーザーに対して、一斉性のある電波放送と、パーソナル性、インタラクティ
ブ性を持つインターネット通信の双方の特性を活かしたサービスを提供することが可能に
なると期待されている。
【０００４】
　このような事情により、携帯電話機を中心とする携帯情報通信装置において、文字や映
像を含む画像の表示機能は、今後、ますます重要性を増していくものと考えられる。とこ
ろが、携帯電話機をはじめとする携帯情報通信装置においては、その携帯性が重視される
ため大きいサイズのディスプレイを付属させることができない。このため、携帯電話機の
場合、画面サイズは最大でも2.5インチ程度であり、また、画面解像度は最大でもＱＶＧ
Ａ（Quarter Video Graphics Array）サイズ（携帯電話機においては、通常、縦長画面で
あるため、水平画素数×垂直画素数＝240×320画素）となっている。
【０００５】
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　このような画面上の制約のため、携帯情報通信装置で電子メールを受信した場合、それ
が長文である場合には、文章が表示画面内におさまらず、何行にもわたって表示されるた
め、垂直スクロールを何度も繰り返さなければならず、結果として、その内容を円滑に理
解できないことが起こる。一方、電子メールの発信者は、たとえ自分自身が十分な大きさ
の表示画面を有するデスクトップタイプやノートブックタイプのパーソナルコンピュータ
システム（以下、「デスクトップタイプやノートブックタイプのパーソナルコンピュータ
システム」を「パソコン」と略記する）を用いており、したがって、長文を画面に表示す
るのに支障がない場合であっても、そのような受信者側の制約を考慮すれば、携帯情報通
信装置向けには自ずと短いメールとせざるを得ない。
【０００６】
　さらに、携帯情報通信装置でウェブページを閲覧する際の制約は、電子メールの読解す
る場合よりも大きい。通常、パソコンで閲覧されることを想定して作成されるウェブペー
ジ（以下、パソコン向けウェブページと略記する）は、ＨＴＭＬで記述された文書ファイ
ル（以下、ＨＴＭＬファイルと略記する）及びそのリンクファイルで構成される。ところ
が、多くの携帯電話機では、付属ディスプレイの画面サイズ・画面解像度が小さいことを
理由の一つとして、フルスペックのＨＴＭＬで記述されたウェブページを適切に閲覧する
ことはできず、閲覧できるのはパソコン向けウェブサイトとは別個に構築されたいわゆる
「ケータイ向けサイト」のウェブページであって、ＣＨＴＭＬ（Compact ＨＴＭＬ）、Ｈ
ＤＭＬ（Handheld Device Markup Language）又はＷＭＬ（Wireless Markup Language）
等の携帯情報通信装置向けに特化したマークアップ言語で記述されたウェブページだけと
なっている。このため、特に解像度の大きい画像ファイルにリンクしたＨＴＭＬファイル
で記述されたウェブページは、ほとんどの場合正しく表示できず、また、画面を複数のフ
レームに分割し、各フレームに異なるＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を有するファ
イルを割り当てるフレーム表示のウェブページを含むウェブサイトなどでは、そもそも管
理者側が携帯電話機からのアクセス自体を拒否することもある。
【０００７】
　最近は、パソコン向けウェブページを閲覧できる「フルブラウザ機能」又は「ＰＣ（Pe
rsonal Computer）サイトビュー機能」を有する携帯電話機が発売されているが、多くの
場合、画像を付属ディスプレイの画面水平解像度（縦長ＱＶＧＡの場合、240画素）に合
わせて縮小したり、テキスト部分を画面幅で改行したり、フレーム表示のウェブページに
ついてはフレーム単位での画面イメージを表示したりするなど特殊なレンダリングモード
を採用しており、ウェブページの作成者が本来意図したはずの、パソコンの画面イメージ
として実現されるレイアウトで表示されるわけではない。
　また、携帯電話機によっては、パソコンでの画面イメージに近いレイアウトで表示する
レンダリングモードを有する場合もあるが、通常、パソコン向けウェブページは、最低で
もＶＧＡ（Video Graphics Array）サイズ（水平画素数×垂直画素数＝640×480画素）の
画面で閲覧されることを想定して作成するため、このレンダリングモードでは、水平スク
ロールを何度も繰り返さなければウェブページの全体を閲覧することができず、したがっ
て、ウェブページの全容を理解することに支障が生じる。
【０００８】
　一方、携帯情報通信装置でゲームを楽しむ場合でも、そのゲームはグラフィックスがサ
イズの小さな付属ディスプレイに表示できる程度の比較的単純なゲームに限定される。こ
のため、「ケータイ向けサイト」からダウンロードされる、いわゆる「ケータイアプリ」
のゲームは、ゲーム専用機向けやパソコン向けのゲームの世界では一世代から数世代前の
ゲームが大半であり、結果として、短時間の暇つぶしに楽しまれるケースがほとんどであ
る。
　また、付属ディスプレイの画面解像度が最大でもＱＶＧＡである携帯電話機でテレビ番
組を視聴する場合、できる限り大きな画面で視聴するために横置き（水平画素数×垂直画
素数＝320×240画素）とすることが通常であるが、その場合でも、テレビ放送が前提とす
る有効走査線の数（＝垂直画素数。アナログテレビ放送の場合、480本）は付属ディスプ
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レイの画面垂直解像度（240画素）より大きいため、画素を間引いて表示する必要がある
。特に、デジタルテレビ放送においては、有効走査線数（垂直画素数）に加えて、有効水
平画素数も規定されているが、最も解像度の小さい480i方式の場合でも水平画素数×垂直
画素数＝720×480画素、いわゆる「フルハイビジョン方式」である1080i方式においては1
920×1080画素であって、いずれにせよ、付属ディスプレイの画面解像度が最大でもＱＶ
ＧＡである携帯電話機では、十分なテレビチューナ機能及び表示機能を有するテレビジョ
ン受像機（以下、テレビ受像機と略記する）によってテレビ放送信号を適切に処理した場
合に表示される本来の解像度を有する画像（以下、テレビ放送における本来画像と略記す
る）を全画面表示することはできず、それより解像度の低い画質の劣った画像しか表示で
きない。
【０００９】
　このような事情から、携帯情報通信装置のユーザーは、携帯情報通信装置とともにパソ
コンを所有することも多い。そのような場合には、長いメールを送受信したり、パソコン
向けウェブページを閲覧したり、あるいはグラフィックスが大きなサイズの画面でなけれ
ば表示できないような複雑なゲームを楽しんだりする際にはパソコンを利用し、携帯情報
通信装置は、短いメールを送受信したり、「ケータイ向けサイト」にアクセスしてウェブ
ページを閲覧したりするためだけに携帯情報通信装置を利用するという使い分けが行われ
る。あるいはまた、パソコンと携帯情報通信装置を接続し、ネットワークへの接続のため
だけに携帯情報通信装置の無線通信手段を使用し、該無線通信手段によって取得されたデ
ータの処理は、もっぱらパソコンによって行うというような使い方がなされる。
　また、最近では、テレビチューナを内蔵しディスプレイでテレビ番組が視聴できる機能
を有する、いわゆる「ＡＶ（Audio Visual）パソコン」が販売されるようになってきてい
るが、このようなパソコンとテレビチューナ付き携帯電話機を併用する場合、外出時や移
動時にはテレビチューナ付き携帯電話機でテレビ番組を視聴し、自宅や自室では「ＡＶパ
ソコン」で視聴するという使い分けが行われる。
【００１０】
　ところが、このような方法において使用されるパソコンは、通常は、携帯情報通信装置
で行われる電子メールの送受信やウェブページの閲覧等に限定されない汎用的な用途に使
用できるように設計されているため、携帯情報通信装置自体のデータ処理手段よりも高機
能であるＣＰＵ（Central Processing Unit）等のプロセッサを有している。その上、ハ
ードウェアを起動させるためには、別途、ＯＳ（Operating System）等のソフトウェアも
準備しなければならないため、パソコンを所有するために要するコストは、携帯電話機を
はじめとする携帯情報通信装置自体を所有するために要するコストより、通常は大きい。
　このため、データ通信やデータ処理のニーズが電子メールの送受信やウェブページの閲
覧等に限られるような多数のユーザーにとって、上記のように、長文の電子メールを読ん
だり、パソコン向けウェブページを閲覧したりする際の、付属ディスプレイの画面サイズ
・解像度が小さいことに起因する不便さを解消するためだけに別途パソコンを所有するこ
とは、経済的に不合理である。
　一方、携帯情報通信装置のデータ処理手段は、汎用的な用途には必ずしも向いていない
とは言え、付属ディスプレイに画像を表示するための表示データ処理機能については、表
示画面が小さいということを除けば、パソコンにおけるＣＰＵ等のプロセッサの機能に匹
敵する。それにもかかわらず、上記のようなパソコンと携帯情報通信装置との使い分けを
行うとすれば、同種のものに二重投資を行うことになり、結果として少なくとも一方の稼
働率の低下をもたらすため、資源の効率的な利用の観点からも好ましくない。
【００１１】
　同様の「不合理な二重投資」と「非効率的な資源利用」という問題は、携帯情報通信装
置がテレビチューナ機能を有する場合についても生じる。すなわち、テレビ番組の映像や
音声を楽しむためには、テレビ放送信号を受信し、テレビ番組の映像をディスプレイやテ
レビモニタに表示するためのテレビチューナ回路を必要とする。一方、通常の携帯情報通
信装置のユーザーは、携帯情報通信装置の付属ディスプレイの画面サイズが小さく表示さ



(6) JP 4608660 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

れる画質も劣るため、該携帯情報通信装置とは別に画面の大きいテレビ受像機又は「ＡＶ
パソコン」を有するのが通常である。このため、ユーザーは、携帯情報通信装置における
テレビチューナ回路とテレビ受像機又は「ＡＶパソコン」におけるテレビチューナ回路の
双方を所有することを強いられ、結果として少なくとも一方のテレビチューナ回路の稼働
率は低下せざるを得ない。
【００１２】
　地上デジタル放送においては、一つのチャンネルを構成する13セグメントのうち、12セ
グメント（ハイビジョン放送）又は4セグメント（通常画質の放送）が通常のテレビ受像
機向けの放送に割り当てられるのに対し、携帯情報通信装置向けには1セグメントのみが
割り当てられる予定であり、この場合、テレビ受像機におけるテレビチューナと携帯情報
通信装置におけるテレビチューナは異なる仕様となるため、単純な二重投資は発生しない
と考えられる。しかし、電子・情報技術の進歩の結果、携帯情報通信装置の内部に、通常
のテレビ受像機が受信すると想定されている12セグメント又は4セグメント放送を受信で
きるテレビチューナが納められるように可能性も大きく、そのような場合には、現状の技
術の延長上では、高価なデジタルテレビチューナに対して、同様の「不合理な二重投資」
と「非効率的な資源利用」の問題が生じる。
【００１３】
　このような事情から、携帯情報通信装置の携帯性を損なわないために付属ディスプレイ
のサイズを現状通りに維持したままで、しかもパソコンを併用することなく、長文の電子
メールやパソコン向けウェブページ、娯楽性の高いゲーム、さらにはテレビ番組の映像な
どを大きな画面で表示すること、特に、長文の電子メールについては、垂直スクロールを
繰り返すことなく読めること、パソコン向けウェブページについては、パソコンでの画面
イメージに近いレイアウトで表示し、しかも水平スクロールを繰り返すことなく閲覧でき
ること、テレビ番組については、テレビ放送における本来画像を全画面表示することが課
題とされている。
【００１４】
　このような課題を解決するため、携帯情報通信装置に、該携帯情報通信装置の付属ディ
スプレイよりも画面が大きい外部ディスプレイ装置（以下、大画面外部ディスプレイ装置
と略称する）を接続することにより、大画面外部ディスプレイ装置で画像を表示する技術
がいくつか開示されており、そして、それらの技術は、以下の３つのタイプに分類される
。
　第一種：携帯情報通信装置と大画面外部ディスプレイ装置を何らかの接続ユニットを介
して接続するタイプ
　第二種：携帯情報通信装置と大画面外部ディスプレイ装置は直接的に接続されるが、そ
の代わり、大画面外部ディスプレイ装置としては、携帯情報通信装置から受信した表示デ
ータに各種の処理を施す機能を有する画像表示装置が使用されるタイプ
　第三種：携帯情報通信装置と大画面外部ディスプレイ装置は直接的に接続され、しかも
、大画面外部ディスプレイ装置としては、携帯情報通信装置との間での何らかのインター
フェース手段は備えていることを除けば、テレビモニタ等の汎用的なディスプレイが用い
られるタイプ
【００１５】
　このうち、第一種の技術は、例えば、特許文献１、特許文献２、特許文献３及び特許文
献４において開示されている。
　これらの特許文献で開示される技術においては、携帯情報通信装置とは別にパソコンを
用いる必要はないが、その代わりに、別途、プロセサ（特許文献１の場合）、ＣＰＵ（特
許文献２の場合）、読出制御回路（特許文献３の場合）、表示制御手段（特許文献４の場
合）といった、何らかの表示データ処理手段を備えた接続ユニットが必要である。これら
の表示データ処理手段は、大画面外部ディスプレイ装置の画面に文字や画像を表示するた
めだけの機能を有するものであり、パソコンにおけるＣＰＵ等のプロセッサやＯＳ等のソ
フトウェアのように汎用的な用途に使われるものではない。このため、これらの表示デー
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タ処理手段を備えた何らかの接続ユニットはパソコンよりも価格が安くなって、それを所
有するための経済的な負担はパソコンを併用する場合より小さくなる可能性はある。
【００１６】
　しかしながら、この場合においても、画像や文字を表示するための表示データ処理機能
に限って考えれば、携帯情報通信装置側と接続ユニット側で、表示する画面のサイズが異
なるということを除けばほぼ同等の機能を有する表示データ処理手段を二重に保有するこ
とになる。このため、多かれ少なかれ、パソコンを併用する場合と同様の「不合理な二重
投資」と「非効率的な資源利用」の問題は生じることになる。また、現実的には、接続ユ
ニットの購入費は、接続ユニットの販売台数がパソコンの販売台数よりも著しく少ない場
合には、パソコンと同程度かそれよりも高くなる可能性がある。
【００１７】
　一方、第二種の技術は、例えば、特許文献５、特許文献６、特許文献７、特許文献８及
び特許文献９において開示されている。
　このタイプの技術においては、パソコンやそれに準ずるような接続ユニットは不要であ
るが、今度は、大画面外部ディスプレイ装置として、テレビ受像機のような汎用的なディ
スプレイ装置をそのままでは使用できず、制御系（マイクロコンピュータ）（特許文献５
の場合）、制御部１５（特許文献６の場合。無線電話機側の制御部１０とは別）、高精細
変換部や表示処理部（特許文献７の場合）、拡大回路や表示回路（特許文献８の場合）あ
るいやＣＰＵ（特許文献９の場合）といった表示データ処理手段を備えた画像表示装置を
使用しなければならない。
　なお、特許文献６においては、第三種の技術も開示されており、その場合には、無線電
話機側の制御部１０が付加的な表示データ処理機能を有することになり、大画面外部ディ
スプレイ装置（携帯型表示器）側の制御部１５は、コネクタ端子１３から入力された表示
データを携帯型表示器の液晶ディスプレイに送るだけであって、表示データ処理機能は有
さなくなる。これについては、第三種の技術について説明する箇所で再び説明する。
【００１８】
　さて、上記で説明した通り、第二種の技術においても、携帯情報通信装置側と大画面外
部ディスプレイ装置側でほぼ同等の機能を有する表示データ処理手段を二重に有すること
になり、結果的に「不合理な二重投資」や「非効率な資源利用」の問題が生じる。また、
このような表示データ処理手段を備えた画像表示装置の購入費は、汎用的なＣＲＴ（Cath
ode Ray Tube）ディスプレイ装置や液晶ディスプレイ装置と比較して確実に高くなるため
、この追加コストを考慮すれば、パソコンとの併用や第一種の技術の場合に生じるのと同
様の、本来であれば回避すべき不合理な経済的負担が生じる。
【００１９】
　それに対して、第三種の技術は、接続ユニットや特殊な画像処理装置を使用せず、携帯
情報通信装置と汎用的な大画面外部ディスプレイ装置だけで構成される。このため、一般
的にいって、「不合理な二重投資」や「非効率な資源利用」の問題が、少なくとも第一種
の技術や第二種の技術よりは少ないと考えられる。
【００２０】
　この第三種の技術として既に実用化されているものに、いわゆる「テレビ（ＴＶ）出力
機能」又は「ＡＶ出力機能」を有する携帯電話機がある。このような携帯電話機において
は、携帯電話機とテレビモニタを、携帯電話機側は携帯電話機に固有の接続端子とし、テ
レビモニタ側はビデオ端子とするケーブルで接続することにより、該携帯電話機に付属す
るデジタルカメラ機能を用いて撮影した静止画や動画、あるいは一部のゲームを、携帯電
話機の付属ディスプレイよりも大画面であるテレビモニタに表示することができる。しか
し、その場合にテレビモニタに表示される画像の解像度は、付属ディスプレイの画面解像
度（最大でもＱＶＧＡ）と同じであるため、該画像は、テレビモニタの中央部に小さく表
示されるか、画質の粗い拡大画像が全画面に表示されるかのいずれかである。
【００２１】
　現在のところ、「ＴＶ出力機能」又は「ＡＶ出力機能」によってテレビモニタに表示さ
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れるのは、撮影した静止画や動画、又は一部のゲームに限られているが、仮に、これらの
携帯電話機が「フルブラウザ機能」又は「ＰＣサイトビュー機能」を有し、閲覧したパソ
コン向けウェブページをテレビモニタで閲覧できるようになったとしても、それはあくま
でも付属ディスプレイに表示される画面イメージを拡大表示するだけであって、画面イメ
ージの解像度が増えるわけではない。したがって、ウェブページの作成者が本来意図した
はずの、パソコンの画面イメージとして実現されるレイアウトでの表示が、テレビモニタ
において実現できるわけではない。また、仮に、これらの携帯電話機がテレビチューナ機
能を有し、受信した映像をテレビモニタに出力できたとしても、テレビ放送における本来
画像がテレビモニタに表示されるわけではない。
【００２２】
　したがって、上記の課題を解決するためには、「ＴＶ出力機能」又は「ＡＶ出力機能」
を有する携帯電話機のように、ただ単に付属ディスプレイに表示される画像を大画面外部
ディスプレイ装置に拡大表示するという機能を有するに留まらず、付属ディスプレイの画
面解像度よりも解像度が大きい画像を大画面外部ディスプレイ装置に表示する機能を有す
る携帯情報通信装置を提供することが必要である。
　これにより、付属ディスプレイでは自らの画面解像度に相当する部分だけを切り出した
部分画像しか表示できなかったり、画素を間引くことによって画質を落とした全体画像し
か表示できなかったりした画像を、大画面外部ディスプレイにおいては、その本来の解像
度のままの全体画像として表示できるようになる。また、特に、水平方向の画素数が付属
ディスプレイの画面水平解像度より大きい画像を大画面外部ディスプレイ装置に表示する
機能を有する場合には、一行あたりに表示できる文字数を増やすことができ、その結果、
長文の電子メールであっても、何行にもわたって表示され、垂直スクロールを何度も繰り
返さなければならないということはなくなる。また、それらの効果が総合されることによ
り、パソコン向けウェブページも、大画面外部ディスプレイ装置において、パソコンの画
面イメージとして実現されるレイアウトで閲覧できるようになる。
【００２３】
　さて、上記の課題と類似した課題を解決することを目的とした第三種の技術が、例えば
、特許文献６、特許文献１０、特許文献１１、特許文献１２及び特許文献１３において開
示されている。
【００２４】
　このうち、まず、特許文献１０と特許文献１１においては、大画面外部ディスプレイ装
置として、デジタルテレビを含むテレビ受像機を選択した上で、大画面外部ディスプレイ
装置とのインターフェース手段として、ビデオ回路とビデオ端子、インターフェース回路
とコネクタ、又はトランスミッタ回路とアンテナ（以上、特許文献１０の場合）、あるい
は近傍通信手段（部）（特許文献１１の場合）を備えていることが開示されている。しか
しながら、これらの文献においては、画面サイズが異なる携帯電話機のディスプレイ（表
示部）と大画面外部ディスプレイ装置において、情報量の異なる画面イメージをいかにし
て表示するのかについての機構が全く記述されていない。
　実際、特許文献１１においては、制御部１７が表示部１１と近傍通信部１８の双方を制
御することが開示されているが、表示部１１に情報量の少ない画面イメージが、近傍通信
部１８との間でデータの送受信を行うデジタルテレビ２に情報量の多い画面イメージが、
それぞれ表示されるために、前記制御部１７がどのような機能を有するのかについての開
示は全くない。一方、特許文献１０においては、表示操作部が、（デジタル）テレビ受像
機への信号出力を制御していることが示唆されているが、そもそも、携帯電話機側のディ
スプレイにおける画面イメージの表示がどのように行われるかについての開示は全くない
。
【００２５】
　一方、特許文献６と特許文献１２においては、大画面外部ディスプレイ装置として、携
帯型表示器（特許文献６の場合）又はＣＲＴ表示器（特許文献１２の場合）を選択し、イ
ンターフェース手段として、外部インターフェース（特許文献６の場合）又はモニタ端子
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（特許文献１２の場合）を備えることを開示した上で、無線電話機の表示部（特許文献６
の場合）又は携帯電話機の簡易型液晶表示パネル（特許文献１２の場合）に情報量の少な
い画面イメージを、大画面外部ディスプレイ装置に情報量の多い画面イメージを、それぞ
れ表示するための機構を開示している。
【００２６】
　まず、特許文献６においては、無線電話機側の制御部１０は、画像の表示データを無線
電話機の表示部２に加えて外部インターフェース３に出力する機能を有するとともに、拡
大表示処理手段や拡大表示処理制御手段としての機能、及び／又は、改行処理手段や改行
処理制御手段としての機能が付加されることが開示されており、これにより、携帯型表示
器側の液晶ディスプレイ１２において、無線電話機側の表示部２におけるより大きなサイ
ズの画像が表示されたり、１行あたりの文字数を多くできたりすることが記されている。
　しかしながら、そこで開示されている付加機能は、あくまでも、前記「ＴＶ出力機能」
又は「ＡＶ出力機能」を有する携帯電話機で実現しているような拡大表示機能と、文字の
表示に関わる機能に限定されている。このため、特許文献６において開示されている技術
だけでは、例えば、携帯情報通信装置の付属ディスプレイでは部分画像や画質を落とした
全体画像しか表示できなかった画像を、大画面外部ディスプレイ装置において、その本来
の解像度のままの全体画像として表示することできない。したがって、特許文献６におい
て開示されている技術は、付属ディスプレイの画面解像度よりも解像度が大きい画像を大
画面外部ディスプレイ装置に表示する機能を有する携帯情報通信装置を提供するという課
題を全面的に解決ものとは言えない。
【００２７】
　一方、特許文献１２においては、表示制御回路２１は、ＣＰＵ１１の制御下で、入力さ
れた表示データを携帯電話機側の簡易型液晶表示パネル２３とＣＲＴ表示器２４に接続さ
れるモニタ端子２５に振り分けて送る機能を有することが開示されており、これにより、
画像を形成する画面上の表示データが多く、表示データのコンテンツが簡易型液晶表示パ
ネル２３に対応しない場合には、ＣＲＴ表示器２４を使うことで必要とする表示データの
すべてを欠落なく表示できるとされている。
【００２８】
　一見したところ、この技術によれば、大画面外部ディスプレイ装置において、付属ディ
スプレイの画面解像度よりも解像度が大きい画像を表示するという上記の課題を解決でき
るように思われる。しかしながら、特許文献１２には、以下の２つの問題がある。
　第一に、表示制御回路２１が表示データを簡易型液晶表示パネル２３とモニタ端子２５
に振り分けて送る際の、その振り分けの機構が不明である。特許文献１２には、「表示デ
ータのコンテンツが‥‥‥に対応する場合には」又は「表示データの送出先が‥‥‥を指
示する場合には」という記載があるが、この「対応」がどのような機構によって判断され
、「指示」がどのような機構によって実現されるのかは全く開示されていない。
　第二に、モニタ端子２５にＣＲＴ表示器２４が接続されずに携帯電話機が単独で使用さ
れている状況で、「ＣＲＴ表示器２４に対応する」表示データが表示制御回路２１に入力
に入力された場合、簡易型液晶表示パネル２３にどのような画像が表示されるのかが不明
である。仮に、そのような場合に、簡易型液晶表示パネル２３に全く画像が表示されない
のであれば、ユーザーの利便性を損なうし、逆に、例えば、簡易型液晶表示パネル２３に
は部分像が表示されて、スクロール操作によって全画像を見ることができるとすれば、そ
れを実現するための機構が全く開示されていない。
　したがって、特許文献１２において開示されている技術も、付属ディスプレイの画面解
像度よりも解像度が大きい画像を大画面外部ディスプレイ装置に表示する機能を有する携
帯情報通信装置を提供するという課題を解決するものではない。
【００２９】
　さて、最後に、特許文献１３は、大画面外部ディスプレイ装置であるテレビジョン受像
機の画面に表示するために、電話機の内部に多彩な機能を有するプロセサを備えることに
よって、パソコン向けウェブページを構成するＨＴＭＬコンテンツを含む、各種の情報を
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テレビジョン受像機の大画面に表示する技術を開示しており、これによれば、確かに、大
画面外部ディスプレイ装置において、付属ディスプレイの画面解像度よりも解像度が大き
い画像を表示することも可能になると想定される。
　しかしながら、ここで電話機の内部備えられているプロセサ５０は、ＣＰＵ５０ａ、グ
ラフィックプロセサ、サウンドプロセサ及びＤＭＡプロセサ等の各種プロセサや、入出力
ポートを含むような高級なものである。しかも、大画面外部ディスプレイにビデオ信号を
出力する際には、画像処理はもっぱらプロセサ５０が担い、その際、電話機側のＣＰＵ３
６は、プロセサ５０におけるＣＰＵ５０ａからの要求に基づいて、キー入力情報やＨＴＭ
Ｌコンテンツデータの受け渡しを担うだけであり、画像処理に関する限り、携帯電話機を
パソコンと併用し、該携帯電話機はネットワークへの接続のためだけに携帯情報通信装置
の無線通信手段を使用する場合と同様の使用状況となる。
　したがって、特許文献１３において開示されている技術は、第三種の技術に分類される
とはいえ、「不合理な二重投資」と「非効率的な資源利用」という問題は、第一種又は第
二種の技術と大差がない。
【００３０】
【特許文献１】特開２００１－１８９８０８
【特許文献２】特開２００１－２５１４４９
【特許文献３】特開２００１－３５２３７３
【特許文献４】特開２００３－２４４２８９
【特許文献５】特開平９－２３７１４５
【特許文献６】特開２００１－２６８１８０
【特許文献７】特開２００２－１１６８４３
【特許文献８】特開２００２－１６４９６８
【特許文献９】特開２００３－９８９７４
【特許文献１０】特開２００１－３４５８９４
【特許文献１１】特開２００２－１０１４５７
【特許文献１２】特開２００１－１９７１６７
【特許文献１３】特開２００２－３１４６４６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、携帯
電話機やＰＤＡをはじめとする携帯情報通信装置に大画面外部ディスプレイ装置を接続す
ることにより、より一般的には、携帯情報通信装置に大画面ディスプレイ手段を含む周辺
装置、及び／又は、大画面ディスプレイ手段が接続される周辺装置を接続することにより
、該大画面外部ディスプレイ手段において、付属ディスプレイの画面解像度よりも解像度
が大きい画像を表示すること、特に、長文の電子メールについては、垂直スクロールを繰
り返すことなく読めること、パソコン向けウェブページについては、パソコンでの画面イ
メージに近いレイアウトで表示し、しかも水平スクロールを繰り返すことなく閲覧できる
こと、テレビ番組については、テレビ放送における本来画像を表示することを、該大画面
外部ディスプレイ手段向けの専用の表示データ生成手段を、付属ディスプレイに画像を表
示するためにもともと必要である表示データ生成手段（以下、付属表示データ生成手段と
略記する）とは別個に使用することなく、大画面ディスプレイ手段を含む周辺装置、及び
／又は、大画面ディスプレイ手段が接続される周辺装置と間のインターフェース手段の追
加と、付属表示データ生成手段への若干の機能追加だけで実現する携帯情報通信装置を提
供する点にある。また、携帯情報通信装置及び大画面外部ディスプレイ装置とともに用い
られ、該大画面外部ディスプレイ装置の画面に、付属ディスプレイの画面解像度よりも解
像度が大きい画像を表示するための接続ユニットを提供する点にある。さらに、携帯情報
通信装置とともに用いられ、自らに付属する大画面外部ディスプレイパネルに、該携帯情
報通信装置の付属ディスプレイの画面解像度よりも解像度が大きい画像を表示する外部入
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出力ユニットを提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　上記目的を達成するために、携帯情報通信装置に係る第１の発明は、ユーザーがマニュ
アル操作によって入力したデータを後記データ処理手段に送信する入力手段と、無線信号
を受信してデジタル信号に変換の上、後記データ処理手段に送信するとともに、後記デー
タ処理手段から受信したデジタル信号を無線信号に変換して送信する無線通信手段と、後
記データ処理手段を動作させるプログラムと後記データ処理手段で処理可能なデータファ
イルとを格納する記憶手段と、前記入力手段から送信されたデータ及び前記記憶手段に格
納されたプログラムに基づき、前記無線通信手段から受信したデジタル信号及び／又は前
記記憶手段から読み出したデータに必要な処理を行って、デジタル表示信号及びその他の
デジタル信号を生成して送信するデータ処理手段と、画面を構成する各々の画素が駆動さ
れることにより画像を表示するディスプレイパネルＡと、前記データ処理手段から受信し
たデジタル表示信号に基づき前記ディスプレイパネルＡの各々の画素を駆動するディスプ
レイ制御手段Ａとから構成されるディスプレイ手段とを備えた携帯情報通信装置であって
、外部ディスプレイ手段を含む周辺装置、及び／又は、外部ディスプレイ手段が接続され
る周辺装置を接続し、該周辺装置に対して、前記データ処理手段から受信したデジタル表
示信号に基づき、外部表示信号を送信するインターフェース手段Ａ１と、前記データ処理
手段で生成されたデジタル表示信号の送信先として、前記ディスプレイ制御手段Ａと前記
インターフェース手段Ａ１の少なくともいずれか一方を選択して指定する送信先指定手段
とを備えるとともに、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って
、前記送信先指定手段がデジタル表示信号の送信先として前記インターフェース手段Ａ１
を指定した場合には、該インターフェース手段Ａ１から、高解像度外部表示信号を送信す
る機能を実現することを特徴とする。
【００３３】
　なお、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう「デジタル表示信号」には、後で詳
述する「ビットマップデータ」等のデジタル画像データに直接対応した信号だけでなく、
デジタル画像データの生成（描画）を命令する描画命令のデジタル信号も含む。
　また、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう「外部表示信号」とは、周辺装置に
おける高解像度外部ディスプレイ手段がそれを受信して適切に処理することにより画像を
表示することが可能であるような信号を意味する。そして、表示信号、画像データファイ
ル又は動画信号を「適切に処理する」とは、高解像度ディスプレイ手段、又は、データ処
理手段及び高解像度ディスプレイ手段が、表示信号、画像データファイル又は動画信号に
含まれている画素ごとの論理的な色情報を、ディスプレイ手段の画面を構成する物理的な
画素の色表示として過不足なく現実化することを意味しており、より具体的には、物理的
な現実化にあたって画素を間引いて表示画像の解像度を小さくしたり、画素を補間して表
示画像の解像度を大きくしたりしないことを意味している。
　さらに、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう高解像度外部表示信号とは、本来
解像度が前記ディスプレイパネルＡの画面解像度より大きい外部表示信号を意味し、また
、「高解像度外部ディスプレイ手段」とは、十分な大きさの画面解像度（水平画素数×垂
直画素数）を有する外部ディスプレイ手段を意味する。
　また、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう「本来解像度」とは、表示信号、画
像データファイル又は動画信号を、高解像度ディスプレイ手段、又は、データ処理手段及
び高解像度ディスプレイ手段が適切に処理することにより表示される本来の解像度を意味
する。そして、「本来画像」とは、表示信号、画像データファイル又は動画信号を、高解
像度ディスプレイ手段、又は、データ処理手段及び高解像度ディスプレイ手段が適切に処
理することにより表示される本来解像度を有する画像を意味する。
　さらに、本「明細書」及び「特許請求の範囲」においては、「周辺装置における～手段
」という表記によって、「周辺装置に含まれた～手段又は周辺装置に接続された～手段」
を意味する。
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【００３４】
　また、携帯情報通信装置に係る第２の発明は、第１の発明の携帯情報通信装置において
、前記インターフェース手段Ａ１に外部ディスプレイ手段を含む周辺装置、及び／又は、
外部ディスプレイ手段が接続される周辺装置が接続されていることを検知する外部ディス
プレイ接続検知手段を備えるとともに、前記送信先指定手段は、外部ディスプレイ接続検
知手段が前記インターフェース手段Ａ１に周辺装置が接続されていることを検知した場合
には、前記データ処理手段で生成されたデジタル表示信号の送信先として前記インターフ
ェース手段Ａ１を指定する機能を有することを特徴とする。
【００３５】
　また、携帯情報通信装置に係る第３の発明は、第１又は第２の発明の携帯情報通信装置
において、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、該インタ
ーフェース手段Ａ１から、周辺装置における外部ディスプレイ手段がそれを受信して適切
に処理することにより全画面画像が表示されるような外部表示信号であって、本来解像度
における水平画素数と垂直画素数の比率が５：４から１６：９までの範囲にあるような高
解像度外部表示信号を送信する機能を実現することを特徴とする。
　なお、本「明細書」でいう「全画面画像」とは、ディスプレイ装置の画面全体に拡がっ
て表示された画面表示全体のことを意味している。したがって、例えば、マークアップ文
書ファイル及びそれにリンクされた画像ファイルから構成されるウェブページを閲覧し、
それをディスプレイ装置に全画面表示しているような場合の「全画面画像」は、文書を構
成するテキスト部分、前記画像ファイルに対応する画像、さらにはブラウザプログラムに
おける各種のメニュー表示まですべてを含んだ表示全体を意味する。
　ただし、例えば、ＸＧＡ（eXtended Graphics Array）サイズ（水平画素数×垂直画素
数＝1024×768画素）の画面モードしかにしか対応していないディスプレイ装置に、ＶＧ
Ａサイズの全画面画像を表示するための表示信号が入力され、画面の中央部分、又は四隅
のいずれかに偏った部分だけが表示領域となって、それ以外の部分は非表示領域となるよ
うな場合には、「全画面画像」という語は、該表示領域における表示全体を意味する。
【００３６】
　また、携帯情報通信装置に係る第４の発明は、第１乃至第３のいずれか１つの発明の携
帯情報通信装置において、高解像度外部表示信号の本来解像度は、あらかじめ定められた
解像度（以下、固定解像度と略記する）に固定されていることを特徴とする。
【００３７】
　また、携帯情報通信装置に係る第５の発明は、第１乃至第３のいずれか１つの発明の携
帯情報通信装置において、高解像度外部表示信号の本来解像度を指定する解像度指定手段
を備え、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、該インター
フェース手段Ａ１から、本来解像度が前記解像度指定手段によって指定された解像度であ
るような高解像度外部表示信号を送信する機能を実現することを特徴とする。
【００３８】
　また、携帯情報通信装置に係る第６の発明は、第５の発明の携帯情報通信装置において
、前記インターフェース手段Ａ１に外部ディスプレイ手段を含む周辺装置、又は、外部デ
ィスプレイ手段が接続される周辺装置が接続されていることを検知する外部ディスプレイ
接続検知手段と、該周辺装置における外部ディスプレイ手段の画面解像度情報を入手する
解像度情報入手手段とを備えるとともに、前記解像度指定手段は、高解像度外部表示信号
の本来解像度として、前記解像度情報入手手段が入手した周辺装置における外部ディスプ
レイ手段の画面解像度に適合した解像度を指定することを特徴とする。
【００３９】
　また、携帯情報通信装置に係る第７の発明は、第１乃至第６のいずれか１つの発明の携
帯情報通信装置において、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟
って、前記ディスプレイパネルＡの画面解像度より大きい解像度を有する画像（以下、高
解像度画像と略記する）のビットマップデータを生成する機能と、該ビットマップデータ
を外部表示信号に変換し、該外部表示信号を前記インターフェース手段Ａ１から送信する
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機能とを実現することを特徴とする。
　なお、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう「ビットマップデータ」とは、ディ
スプレイ装置の実画面又は論理上の仮想画面上に描かれた画像を構成する画素ごとに、８
ビット（２５６色）、２４ビット（１６７８万色）等で表現された色情報を指定すること
により該画像の全体を定義する「ビットマップ方式」の画像データの一般的な総称である
。したがって、ＢＭＰ（Bit Map）形式で保存された画像データ（ファイル）に限定され
ておらず、ＴＩＦＦ（Tagged Image File Format）、ＪＰＥＧ（Joint Photographic Exp
erts Group）、ＧＩＦ（Graphic Interchange Format）及びＰＮＧ（Portable Network G
raphics）等、様々なフォーマットで保存される。
【００４０】
　また、携帯情報通信装置に係る第８の発明は、第７の発明の携帯情報通信装置において
、前記データ処理手段は、前記送信先指定手段がデジタル表示信号の送信先として前記デ
ィスプレイ制御手段Ａを指定した場合には、前記ディスプレイパネルＡの画面解像度を上
回らない解像度を有する画像のビットマップデータを生成して、該ビットマップデータを
前記ディスプレイ制御手段Ａに送信する機能と、前記送信先指定手段がデジタル表示信号
の送信先として前記インターフェース手段Ａ１を指定した場合には、高解像度画像のビッ
トマップデータを生成して、該ビットマップデータを前記インターフェース手段Ａ１に送
信する機能とを有し、前記ディスプレイ制御手段Ａは、前記データ処理手段から受信した
ビットマップデータに基づき前記ディスプレイパネルＡの各々の画素を駆動する機能を有
し、前記インターフェース手段Ａ１は、前記データ処理手段から受信したビットマップデ
ータを外部表示信号に変換して送信する機能を有することを特徴とする。
【００４１】
　また、携帯情報通信装置に係る第９の発明は、第７又は第８の発明の携帯情報通信装置
において、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記解像
度指定手段を備えた場合には該解像度指定手段で指定された解像度、そうでない場合には
固定解像度（以下、両者を指定解像度と総称する）を下回らない論理解像度を有する仮想
画面を設定して、該仮想画面におけるビットマップデータを生成する機能と、生成したビ
ットマップデータから周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段の画面に表示され
る高解像度画像に対応する部分を切り出した上で外部表示信号に変換し、該外部表示信号
を前記インターフェース手段Ａ１から送信する機能とを実現することを特徴とする。
【００４２】
　また、携帯情報通信装置に係る第１０の発明は、第９の発明の携帯情報通信装置におい
て、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って設定する仮想画面
の論理解像度は、前記解像度指定手段を備えた場合には、該解像度指定手段の選択範囲に
おける最大解像度を下回らない範囲で、そうでない場合には固定解像度を下回らない範囲
で、それぞれあらかじめ定められた解像度に固定されていることを特徴とする。
【００４３】
　また、携帯情報通信装置に係る第１１の発明は、第９の発明の携帯情報通信装置におい
て、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記仮想画面の
論理解像度を、前記解像度指定手段を備えた場合には、該解像度指定手段の選択範囲にお
ける最大解像度を下回らない範囲で、そうでない場合には固定解像度を下回らない範囲で
、それぞれ可変に設定する機能を実現することを特徴とする。
【００４４】
　また、携帯情報通信装置に係る第１２の発明は、第９乃至第１１のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、前記データ処理手段は、後記グラフィックコントローラ１
に対して、仮想画面におけるビットマップデータを生成するように命令する描画命令と、
前記送信先指定手段の指定に基づき、該ビットマップデータから必要な部分を切り出して
前記ディスプレイ制御手段Ａと前記インターフェース手段Ａ１の少なくとも一方に送信す
るように命令する送信命令とを与える中央演算回路１と、前記描画命令に基づき仮想画面
におけるビットマップデータを生成して後記ビットマップメモリ１に書き込むとともに、
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前記送信命令がビットマップデータを前記ディスプレイ制御手段Ａに送信するように命じ
る場合には、後記ビットマップメモリ１から前記ディスプレイパネルＡに表示される画像
に対応する部分だけを切り出して前記ディスプレイ制御手段Ａに送信し、前記送信命令が
ビットマップデータを前記インターフェース手段Ａ１に送信するように命じる場合には、
後記ビットマップメモリ１から周辺装置における外部ディスプレイ手段の画面に表示され
る高解像度画像に対応する部分だけを切り出して前記インターフェース手段Ａ１に送信す
るグラフィックコントローラ１と、前記グラフィックコントローラ１で生成された仮想画
面におけるビットマップデータを保持するビットマップメモリ１とを備えたことを特徴と
する。
【００４５】
　また、携帯情報通信装置に係る第１３の発明は、第１２の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記グラフィックコントローラ１は、前記データ処理手段から受信した描画命令に
基づきビットマップデータを生成して前記ビットマップメモリ１に書き込むとともに、該
ビットマップメモリ１から必要な部分を切り出して後記ビットマップデータ転送回路に出
力するビットマップデータ生成回路と、前記ビットマップデータ生成回路から受信したビ
ットマップデータを、前記データ処理手段から受信した送信命令に基づき、前記ディスプ
レイ制御手段Ａと前記インターフェース手段Ａ１の少なくともいずれか一方に送信するビ
ットマップデータ転送回路とを備えたことを特徴とする。
【００４６】
　また、携帯情報通信装置に係る第１４の発明は、第９乃至第１１のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、前記データ処理手段は、描画命令を生成する機能と、前記
送信先指定手段の指定に基づき、前記描画命令を前記ディスプレイ制御手段Ａと前記イン
ターフェース手段Ａ１の少なくともいずれか一方に送信する機能とを有し、前記インター
フェース手段Ａ１は、前記データ処理手段から受信した描画命令に基づき仮想画面におけ
るビットマップデータを生成して後記ビットマップメモリ２に書き込むとともに、該ビッ
トマップメモリ２から周辺装置における外部ディスプレイ手段の画面に表示される高解像
度画像に対応する部分だけを切り出して後記外部表示信号出力手段に出力するグラフィッ
クコントローラ２と、前記グラフィックコントローラ２で生成された仮想画面におけるビ
ットマップデータを保持するビットマップメモリ２と、前記グラフィックコントローラ２
から受信したビットマップデータを外部表示信号に変換して送信する外部表示信号出力手
段とを備えたことを特徴とする。
【００４７】
　また、携帯情報通信装置に係る第１５の発明は、第１４の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記データ処理手段は、描画命令を生成する中央演算回路２と、該中央演算回路２
から受信した描画命令を、前記送信先指定手段の指定に基づき、前記ディスプレイ制御手
段Ａと前記インターフェース手段Ａ１の少なくともいずれか一方に送信する機能を有する
描画命令転送回路とを備えたことを特徴とする。
【００４８】
　また、携帯情報通信装置に係る第１６の発明は、第７乃至第１５のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、前記インターフェース手段Ａ１は、前記データ処理手段か
ら受信したビットマップデータ又は自らが生成したビットマップデータに必要な変換を行
うことにより、デジタルＲＧＢ、ＴＭＤＳ（Transition Minimized Differential Signal
ing）、ＬＶＤＳ（Low Voltage Differential Signaling）（又はＬＤＩ（ＬＶＤＳ Disp
lay Interface））及びＧＶＩＦ（Gigabit Video InterFace）のうちのいずれかの伝送方
式で伝送されるデジタル外部表示信号を生成し送信する機能を有することを特徴とする。
【００４９】
　また、携帯情報通信装置に係る第１７の発明は、第７乃至第１５のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、前記インターフェース手段Ａ１は、前記データ処理手段か
ら受信したビットマップデータ又は自らが生成したビットマップデータに必要な変換を行
うことにより、アナログＲＧＢ信号、コンポジットビデオ信号、セパレートビデオ信号及
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びコンポーネントビデオ信号のうちのいずれかのアナログ外部表示信号を生成し送信する
機能を有することを特徴とする。
【００５０】
　また、携帯情報通信装置に係る第１８の発明は、第１乃至第１７のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、内蔵充電池を備えるとともに、前記インターフェース手段
Ａ１を構成する外部端子は、周辺装置における外部ディスプレイ手段に対して外部表示信
号を送信するための信号用端子に加え、内蔵充電池に充電するための充電用端子Ａを有す
ることを特徴とする。
【００５１】
　また、携帯情報通信装置に係る第１９の発明は、第１乃至第１８のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、外部入力手段を含む周辺装置、及び／又は、外部入力手段
が接続される周辺装置を接続し、該周辺装置における外部入力手段で入力されたデータ（
以下、外部入力データと略記する）を受信し、必要であれば変換を行った上で、前記デー
タ処理手段に送信するインターフェース手段Ａ２と、前記データ処理手段に対する入力デ
ータの入力元として前記入力手段と該周辺装置における入力手段のうちの少なくともいず
れか一方を選択して指定する入力元指定手段とを備え、前記データ処理手段は、前記イン
ターフェース手段Ａ２から受信したデータを処理する機能を有することを特徴とする。
【００５２】
　また、携帯情報通信装置に係る第２０の発明は、第１９の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記入力元指定手段の指定に基づき、前記入力手段からの入力データと前記インタ
ーフェース手段Ａ２からの入力データのうちの少なくともいずれか一方を受信し、必要で
あれば変換を行った上で、前記データ処理手段に送信する入力データ転送手段を備えたこ
とを特徴とする。
【００５３】
　また、携帯情報通信装置に係る第２１の発明は、第１９又は第２０の発明の携帯情報通
信装置において、前記インターフェース手段Ａ１を構成する外部端子と前記インターフェ
ース手段Ａ２を構成する外部端子が、一体的な外部接続端子部Ａを構成することを特徴と
する。
【００５４】
　また、携帯情報通信装置に係る第２２の発明は、第１乃至第２１のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、外部記憶手段を含む周辺装置、及び／又は、外部記憶手段
が接続される周辺装置を接続し、該周辺装置における外部記憶手段との間でデータを授受
するインターフェース手段Ａ３を備え、前記データ処理手段は、該外部記憶装置にアクセ
スしてデータを書き込む機能及び／又はデータを読み出す機能を有することを特徴とする
。
【００５５】
　また、携帯情報通信装置に係る第２３の発明は、第２２の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記インターフェース手段Ａ１を構成する外部端子と前記インターフェース手段Ａ
３を構成する外部端子が、一体的な外部接続端子部Ａ’を構成することを特徴とする。
【００５６】
　また、携帯情報通信装置に係る第２４の発明は、第１乃至第２３のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、前記無線通信手段と前記データ処理手段とが相俟って、ユ
ーザーエージェント情報を含みインターネットプロトコルに準拠した無線信号を送信する
機能と、インターネットプロトコルに準拠した無線信号を受信することにより、インター
ネットに接続したウェブサーバからデータファイルを取得する機能とを実現するとともに
、前記データ処理手段は、該データファイルを処理することによってリアルタイムでデジ
タル表示信号を生成する機能、及び／又は、該データファイルを前記記憶手段に一旦格納
し、その後読み出した上で処理することによってデジタル表示信号を生成する機能を有す
ることを特徴とする。
【００５７】



(16) JP 4608660 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

　また、携帯情報通信装置に係る第２５の発明は、第２４の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記無線通信手段と前記データ処理手段とが相俟って、ユーザーエージェント情報
に「自らが前記インターフェース手段Ａ１から高解像度外部表示信号を送信する機能を有
することを示す情報」を含ませる機能を実現することを特徴とする。
【００５８】
　また、携帯情報通信装置に係る第２６の発明は、第２５の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記無線通信手段と前記データ処理手段とが相俟って、ユーザーエージェント情報
に「前記送信先指定手段がデジタル表示信号の送信先として前記インターフェース手段Ａ
１を指定しているか否かを示す情報」を含ませる機能を実現することを特徴とする。
【００５９】
　また、携帯情報通信装置に係る第２７の発明は、第１乃至第２６のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、前記無線通信手段は、アナログテレビ放送信号、デジタル
テレビ放送信号、携帯テレビ電話信号、インターネットプロトコルに準拠した無線ストリ
ーミング信号のうちの少なくとも１つの無線信号（以下、無線動画信号と略記する）を受
信し、デジタル動画信号に変換の上、前記データ処理手段に転送する機能を有し、前記デ
ータ処理手段は、該デジタル動画信号を処理することによってリアルタイムでデジタル表
示信号を生成する機能、及び／又は、該デジタル動画信号を自らが処理可能な画像データ
ファイルとして前記記憶手段に一旦格納し、その後読み出した上で処理することによって
デジタル表示信号を生成する機能を有することを特徴とする。
【００６０】
　また、携帯情報通信装置に係る第２８の発明は、第１乃至第２７のいずれか１つの発明
の携帯情報通信装置において、被写体からの撮像光をＣＣＤ（Charge-Coupled Devices）
、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）センサー等の撮像素子によっ
て画素ごとの電気信号（以下、撮像電気信号と略記する）に変換し、該電気信号をさらに
デジタル動画信号に変換した上で前記データ処理手段に送信する撮像手段を備え、前記デ
ータ処理手段は、該デジタル動画信号を処理することによってリアルタイムでデジタル表
示信号を生成する機能、及び／又は、該デジタル動画信号を自らが処理可能な画像データ
ファイルとして前記記憶手段に一旦格納し、その後読み出した上で処理することによって
デジタル表示信号を生成する機能を有することを特徴とする。
【００６１】
　また、携帯情報通信装置に係る第２９の発明は、第２４乃至第２６のいずれか１つの発
明の携帯情報通信装置において、前記データ処理手段は、ウェブサーバから取得した１つ
又は複数のマークアップ文書ファイル及びそのリンクファイル、又は前記記憶手段に格納
された１つ又は複数のマークアップ文書ファイル及びそのリンクファイルを処理して、ペ
ージ画像のデジタル表示信号を生成する機能を有することを特徴とする。
【００６２】
　また、携帯情報通信装置に係る第３０の発明は、第２９の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記データ処理手段は、一定の一定の条件を満たす同一のマークアップ文書ファイ
ルを処理することにより、水平画素数が前記ディスプレイパネルＡの画面水平解像度と同
じである同幅ページ画像のデジタル表示信号と、水平画素数がディスプレイパネルＡの画
面水平解像度より大きい幅広ページ画像のデジタル表示信号との双方を生成する機能と、
前記同幅ページ画像のデジタル表示信号を前記ディスプレイ制御手段Ａに、前記幅広ペー
ジ画像のデジタル表示信号を前記インターフェース手段Ａ１に、それぞれ送信する機能と
を有することを特徴とする。
【００６３】
　また、携帯情報通信装置に係る第３１の発明は、第３０の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記データ処理手段によって処理されるマークアップ文書ファイルがリキッドレイ
アウトを採用している場合に、前記データ処理手段と前記ディスプレイ制御手段Ａとが相
俟って、前記送信先指定手段がデジタル表示信号の送信先として前記ディスプレイ制御手
段Ａを指定した場合には、前記ディスプレイパネルＡに、該ディスプレイパネルＡの画面
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水平解像度に対応して改行するページ画像を表示する機能を実現するとともに、前記デー
タ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記送信先指定手段がデジタ
ル表示信号の送信先として該インターフェース手段Ａ１を指定した場合には、該インター
フェース手段Ａ１から、周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段がそれを受信し
て適切に処理することにより、指定解像度の水平画素数に対応して改行するページ画像を
表示することが可能であるような外部表示信号を送信する機能を実現することを特徴とす
る。
【００６４】
　また、携帯情報通信装置に係る第３２の発明は、第３０の発明の携帯情報通信装置にお
いて、前記データ処理手段によって処理されるマークアップ文書ファイルが「非リキッド
」レイアウトを採用しており、該マークアップ文書ファイルを横スクロールなしで閲覧で
きる下限の画面水平解像度（以下、下限水平解像度と略記する）が前記ディスプレイパネ
ルＡの画面水平解像度より大きく、指定解像度の水平画素数を上回らない場合に、前記デ
ータ処理手段と前記ディスプレイ制御手段Ａとが相俟って、前記送信先指定手段がデジタ
ル表示信号の送信先として前記ディスプレイ制御手段Ａを指定した場合には、前記ディス
プレイパネルＡに、ページ画像から該ディスプレイパネルＡの画面水平解像度に対応した
部分だけを切り出した画像を表示する機能を実現するとともに、前記データ処理手段と前
記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記送信先指定手段がデジタル表示信号の送
信先として該インターフェース手段Ａ１を指定した場合には、該インターフェース手段Ａ
１から、周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段がそれを受信して適切に処理す
ることにより、ページ画像の水平方向の全体を表示することが可能であるような外部表示
信号を送信する機能を実現することを特徴とする。
　なお、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいう「『非リキッド』レイアウト」には
、ページ幅が完全に固定された固定幅レイアウトだけでなく、フレーム形式を採用する等
により、画面水平解像度が一定の値以下であれば横スクロールなしでは閲覧できないレイ
アウト全体を含む。
【００６５】
　また、携帯情報通信装置に係る第３３の発明は、第２４乃至第３２のいずれか１つの発
明の携帯情報通信装置において、ウェブサーバから取得した画像データファイル、前記デ
ータ処理手段は、前記無線通信手段において受信した無線動画信号を変換したデジタル動
画信号、前記撮像手段において変換した撮像電気信号をさらに変換したデジタル動画信号
、又は前記記憶手段に格納された画像データファイルを処理し、前記デジタル動画信号又
は前記画像データファイルの本来画像の全体画像のデジタル表示信号を生成する機能を有
することを特徴とする。
【００６６】
　また、携帯情報通信装置に係る第３４の発明は、第３３の発明の携帯情報通信装置にお
いて、本来画像の解像度が前記ディスプレイパネルＡの画面解像度より大きい場合に、前
記データ処理手段と前記ディスプレイ制御手段Ａとが相俟って、前記送信先指定手段がデ
ジタル表示信号の送信先として前記ディスプレイ制御手段Ａを指定した場合には、前記デ
ィスプレイパネルＡに、該デジタル動画信号の一部の信号又は該画像データファイルの一
部のデータを間引くことにより、本来画像の対象全体をカバーする画像ではあるが、解像
度は前記ディスプレイパネルＡの画面解像度を上回らない画像を表示する機能を実現する
とともに、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記送信
先指定手段がデジタル表示信号の送信先として前記インターフェース手段Ａ１を指定した
場合には、該インターフェース手段Ａ１から、周辺装置における高解像度外部ディスプレ
イ手段がそれを受信して適正に処理することにより、本来画像を表示することが可能であ
るような外部表示信号を送信する機能を実現することを特徴とする。
【００６７】
　また、携帯情報通信装置に係る第３５の発明は、第３３の発明の携帯情報通信装置にお
いて、本来画像の解像度が前記ディスプレイパネルＡの画面解像度より大きい場合に、前
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記データ処理手段と前記ディスプレイ制御手段Ａとが相俟って、前記送信先指定手段がデ
ジタル表示信号の送信先として前記ディスプレイ制御手段Ａを指定した場合には、前記デ
ィスプレイパネルＡに、該デジタル動画信号の一部の信号又は該画像データファイルの一
部のデータを切り出すことにより、本来画像から前記ディスプレイパネルＡの画面解像度
に相当する部分を切り出した部分画像を表示する機能を実現するとともに、前記データ処
理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記送信先指定手段がデジタル表
示信号の送信先として前記インターフェース手段Ａ１を指定した場合には、該インターフ
ェース手段Ａ１から、周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段がそれを受信して
適切に処理することにより、本来画像を表示することが可能であるような外部表示信号を
送信する機能を実現することを特徴とする。
【００６８】
　また、携帯情報通信装置に係る第３６の発明は、第３３乃至第３５のいずれか１つの発
明の携帯情報通信装置において、本来画像の解像度が指定解像度の画面解像度より小さい
場合に、前記データ処理手段と前記インターフェース手段Ａ１とが相俟って、前記送信先
指定手段がデジタル表示信号の送信先として前記インターフェース手段Ａ１を指定した場
合には、該インターフェース手段Ａ１から、周辺装置における高解像度外部ディスプレイ
手段がそれを受信して適切に処理することにより、該高解像度外部ディスプレイ手段の画
面で、本来画像に画素を補間することによって高解像とした画像を表示することが可能で
あるような外部表示信号を送信する機能を実現することを特徴とする。
【００６９】
　また、携帯情報通信装置に係る第３７の発明は、第３３乃至第３６のいずれか１つの発
明の携帯情報通信装置において、前記無線通信手段は、ＧＰＳ（Global Positioning Sys
tem）衛星から送信される電波信号（以下、ＧＰＳ信号と略記する）を受信し、デジタル
信号に変換の上、前記データ処理手段に転送する機能を有し、前記データ処理手段は、前
記ＧＰＳ信号を変換したデジタル信号と、地図情報を含む前記無線動画信号又は前記画像
データファイルとを処理することにより、自らの現在位置情報を含む地図画像のデジタル
表示信号をリアルタイムで生成する機能を有することを特徴とする。
【００７０】
　また、携帯情報通信装置用接続ユニットに係る第３８の発明は、第１乃至第２３のいず
れか１つの発明の携帯情報通信装置とともに用いる接続ユニットであって、該携帯情報通
信装置のインターフェース手段Ａ１と接続され、該インターフェース手段Ａ１から外部表
示信号を受信するインターフェース手段Ｂ１と、外部ディスプレイ装置とのインターフェ
ース手段Ｃ１とを備えたことを特徴とする。
【００７１】
　また、携帯情報通信装置用接続ユニットに係る第３９の発明は、第１９乃至第２３のい
ずれか１つの発明の携帯情報通信装置とともに用いる接続ユニットであって、該携帯情報
通信装置のインターフェース手段Ａ１と接続され、該インターフェース手段Ａ１から外部
表示信号を受信するインターフェース手段Ｂ１と、該携帯情報通信装置のインターフェー
ス手段Ａ２と接続され、該インターフェース手段Ａ２に外部入力データを送信するインタ
ーフェース手段Ｂ２と、外部ディスプレイ装置とのインターフェース手段Ｃ１と、外部入
力装置とのインターフェース手段Ｃ２とを備えたことを特徴とする。
【００７２】
　また、携帯情報通信装置用接続ユニットに係る第４０の発明は、第２２又は第２３の発
明の携帯情報通信装置とともに用いる接続ユニットであって、後記インターフェース手段
Ｂ３経由でデータの書き込み及び／又は読み出しが行われる外部記憶手段Ｂと、該携帯情
報通信装置のインターフェース手段Ａ１と接続され、該インターフェース手段Ａ１から外
部表示信号を受信するインターフェース手段Ｂ１と、該携帯情報通信装置のインターフェ
ース手段Ａ２と接続され、該インターフェース手段Ａ２に外部入力データを送信するイン
ターフェース手段Ｂ２と、該携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ３と接続され、
前記外部記憶手段Ｂとの間でデータを授受するインターフェース手段Ｂ３と、外部ディス



(19) JP 4608660 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

プレイ装置とのインターフェース手段Ｃ１と、外部入力装置とのインターフェース手段Ｃ
２とを備えたことを特徴とする。
【００７３】
　また、携帯情報通信装置用接続ユニットに係る第４１の発明は、第３８乃至第４０のい
ずれか１つに記載の接続ユニットにおいて、前記インターフェース手段Ｂ１経由で外部信
号を受け入れ、インターフェース手段Ｃ１と接続された外部ディスプレイ装置の画面解像
度及び／又は走査方式に適合した表示信号に変換するスキャンコンバート手段を備えたこ
とを特徴とする。
【００７４】
　また、携帯情報通信装置用接続ユニットに係る第４２の発明は、第３８乃至第４１のい
ずれか１つに記載の接続ユニットにおいて、内蔵充電池と該内蔵充電池に充電するための
充電用端子Ａを有する携帯情報通信装置とともに用いる接続ユニットであって、直流電力
供給手段を備えるとともに、前記インターフェース手段Ｂ１を構成する外部端子は、外部
表示信号を外部ディスプレイ装置に出力するための信号用端子に加え、前記充電用端子Ａ
と接続され前記直流電力供給手段からの直流電力を前記内蔵充電池に供給する充電用端子
Ｂを有することを特徴とする。
【００７５】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４３の発明は、第１９乃至第２
３のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置とともに用いる外部入出力ユニットであって
、ユーザーがマニュアル操作によって入力した外部入力データを後記インターフェース手
段Ｄ２に送信する外部入力手段と、画面を構成する各々の画素が駆動されることにより画
像を表示するディスプレイパネルＤと、後記インターフェース手段Ｄ１経由で受信した外
部表示信号に基づき前記ディスプレイパネルＤの各々の画素を駆動するディスプレイ制御
手段Ｄとから構成される外部ディスプレイ手段と、前記携帯情報通信装置のインターフェ
ース手段Ａ１と接続され、該インターフェース手段Ａ１から外部表示信号を受信するイン
ターフェース手段Ｄ１と、前記携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ２と接続され
、該インターフェース手段Ａ２に外部入力データを送信するインターフェース手段Ｄ２と
を備えたことを特徴とする。
【００７６】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４４の発明は、第２２又は第２
３の発明の携帯情報通信装置とともに用いる外部入出力ユニットであって、ユーザーがマ
ニュアル操作によって入力した外部入力データを後記インターフェース手段Ｄ２に送信す
る外部入力手段と、画面を構成する各々の画素が駆動されることにより画像を表示するデ
ィスプレイパネルＤと、後記インターフェース手段Ｄ１経由で受信した外部表示信号に基
づき前記ディスプレイパネルＤの各々の画素を駆動するディスプレイ制御手段Ｄとから構
成される外部ディスプレイ手段と、後記インターフェース手段Ｄ３経由でデータの書き込
み及び／又は読み出しが行われる外部記憶手段Ｄと、前記携帯情報通信装置のインターフ
ェース手段Ａ１と接続され、該インターフェース手段Ａ１から外部表示信号を受信するイ
ンターフェース手段Ｄ１と、前記携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ２と接続さ
れ、該インターフェース手段Ａ２に外部入力データを送信するインターフェース手段Ｄ２
と、前記携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ３と接続され、前記外部記憶手段Ｄ
との間でデータを授受するインターフェース手段Ｄ３とを備えたことを特徴とする。
【００７７】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４５の発明は、第４３又は第４
４に記載の外部入出力ユニットにおいて、前記インターフェース手段Ｄ１と前記ディスプ
レイ制御手段Ｄとが相俟って、該インターフェース手段Ｄ１経由で受信した外部表示信号
を、前記ディスプレイパネルＤの画面解像度及び／又は走査方式に適応した表示信号に変
換するマルチスキャン機能を実現することを特徴とする。
【００７８】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４６の発明は、第４３乃至第４
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５のいずれか１つの発明の外部入出力ユニットにおいて、前記外部ディスプレイ手段が、
ユーザーが該外部ディスプレイ手段を構成するディスプレイパネルＤの表面を接触するこ
とによってデータを入力することのできるタッチパネル機能を有することを特徴とする。
【００７９】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４７の発明は、第４３乃至第４
６のいずれか１つの発明の外部入出力ユニットにおいて、内蔵充電池と該内蔵充電池に充
電するための充電用端子Ａを有する携帯情報通信装置とともに用いる外部入出力ユニット
であって、直流電力供給手段を備えるとともに、前記インターフェース手段Ｄ１を構成す
る外部端子は、外部表示信号を外部ディスプレイ手段に出力するための信号用端子に加え
、携帯情報通信装置の前記充電用端子Ａと接続され前記直流電力供給手段からの直流電力
を前記内蔵充電池に供給する充電用端子Ｄを有することを特徴とする。
【００８０】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４８の発明は、第４３乃至第４
７のいずれか１つの発明の外部入出力ユニットにおいて、前記インターフェース手段Ｄ１
を構成する回路と、前記インターフェース手段Ｄ２を構成する回路とを一体的な筐体の内
部に納め、さらに、前記外部記憶手段Ｄと前記インターフェース手段Ｄ３とを備えた場合
には、該外部記憶手段Ｄと該インターフェース手段Ｄ３を構成する回路も該筐体の内部に
納め、該筐体の天面には外部入力手段を構成するキーを配置し、該筐体の側面又は底面に
は、インターフェース手段Ｄ１を構成する外部端子と、インターフェース手段Ｄ２を構成
する外部端子とを配置し、さらに、前記インターフェース手段Ｄ３を備えた場合には該イ
ンターフェース手段Ｄ３を構成する外部端子も配置するとともに、前記ディスプレイパネ
ルＤを該筐体にヒンジ等で接続したことを特徴とする。
【００８１】
　また、携帯情報通信装置用外部入出力ユニットに係る第４９の発明は、第４３乃至第４
７のいずれか１つの発明の外部入出力ユニットにおいて、前記インターフェース手段Ｄ１
を構成する回路と、前記インターフェース手段Ｄ２を構成する回路とを一体的な筐体の内
部に納め、さらに、前記外部記憶手段Ｄと前記インターフェース手段Ｄ３とを備えた場合
には、該外部記憶手段Ｄと該インターフェース手段Ｄ３を構成する回路も該筐体の内部に
納め、該筐体の天面にはディスプレイパネルＤを配置し、該筐体の側面又は底面には、イ
ンターフェース手段Ｄ１を構成する外部端子と、インターフェース手段Ｄ２を構成する外
部端子とを配置し、前記インターフェース手段Ｄ３を備えた場合には該インターフェース
手段Ｄ３を構成する外部端子も配置するとともに、該筐体の天面における前記ディスプレ
イパネルＤの額縁部には入力手段を構成するキーを配置したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００８２】
　第１乃至第１７のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置においては、携帯情報通信装
置のインターフェース手段Ａ１に高解像度外部ディスプレイ手段を含む周辺装置、及び／
又は、外部ディスプレイ手段が接続される周辺装置を接続して高解像度外部表示信号を送
信することにより、該高解像度外部ディスプレイ手段の画面において、携帯情報通信装置
に付属するディスプレイパネルの画面解像度より大きい解像度を有する高解像度画像を表
示することができる。これにより、付属ディスプレイパネルにおいては、その画面解像度
に相当する部分だけを切り出した部分画像しか表示できなかったり、画素を間引くことに
よって画質を落とした全体画像しか表示できなかったりしたような画像を、高解像度外部
ディスプレイ手段においては、その本来の解像度のままの全体画像として表示できるよう
になる。特に、水平方向の本来の画素数がディスプレイパネルの画面水平解像度より大き
い高水平解像度外部表示信号を送信する機能が実現されることにより、該高解像度外部デ
ィスプレイ手段の画面における一行あたりの表示文字数を、付属ディスプレイパネルにお
ける表示文字数よりも増やすことができる。これにより、例えば、長文の電子メールを読
むような場合でも、付属ディスプレイパネルにおけるように何行にもわたって表示され、
垂直スクロールを何度も繰り返さなければならないため、理解に困難が伴うというような
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ことはなくなる。
　しかも、そのような高解像度外部表示信号の送信は、付属ディスプレイパネルにおいて
画像を表示するためにもともと必要であるデータ処理手段と、外部ディスプレイ手段を含
む周辺装置、及び／又は、外部ディスプレイ手段が接続される周辺装置を接続するために
不可欠のインターフェース手段だけによって実現されている。このため、従来の技術のよ
うに、携帯情報通信装置に備えられた表示データ処理手段とは別に、外部ディスプレイ手
段を含む周辺装置向けの専用の表示データ生成手段を設ける必要はなく、「不合理な二重
投資」や「非効率な資源利用」の問題は回避できる。
【００８３】
　このうち特に第２の発明によれば、外部ディスプレイ接続検知手段が外部ディスプレイ
手段を含む周辺装置、及び／又は、外部ディスプレイ手段が接続される周辺装置が接続さ
れていることを検知した場合に、前記データ処理手段で生成されたデジタル表示信号の送
信先として前記インターフェース手段Ａ１が自動的に指定されるため、マニュアル操作に
よって、デジタル表示信号の送信先を指定する必要がない。
【００８４】
　また、このうち特に第３の発明によれば、携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ
１に、高解像度外部表示信号の本来解像度を水平方向でも垂直方向でも下回らない画面解
像度を有する外部ディスプレイ手段を含む周辺装置を接続することにより、該外部ディス
プレイ手段に水平画素数と垂直画素数の比率が５：４から１６：９までの範囲にあるよう
な高解像度の全画面画像を表示することができる。この際、外部ディスプレイ手段の画面
解像度が高解像度外部表示信号の本来解像度より大きい場合には、画面の中央部分、又は
四隅のいずれかに偏った部分だけが表示領域となって、それ以外の部分は非表示領域とな
ることがあるが、外部ディスプレイ手段の画面解像度が高解像度外部表示信号の本来解像
度と等しい場合には、高解像度画像を外部ディスプレイ手段の画面全体にわたって（非表
示領域を生じることなく）表示される。また、外部ディスプレイ手段として、マルチスキ
ャン機能を有し、画面解像度が外部表示信号の本来解像度より大きい高性能外部ディスプ
レイ手段を使用する場合にも、高解像度画像が外部ディスプレイ手段の画面全体にわたっ
て表示される。
　例えば、付属ディスプレイパネルの画面解像度がＱＶＧＡサイズであり、本来解像度が
ＸＧＡサイズ（水平画素数：垂直画素数＝４：３）であるような高解像度外部表示信号を
送信する機能が実現される携帯情報通信装置においては、該携帯情報通信装置のインター
フェース手段Ａ１に、マルチスキャン機能を有し画面解像度が例えばＳＸＧＡ (Super Ｘ
ＧＡ) サイズ（水平画素数×垂直画素数＝1280×1024画素）であるような高性能外部ディ
スプレイ手段を含む周辺装置、及び／又は、外部ディスプレイ手段が接続される周辺装置
を接続することにより、付属ディスプレイパネルの画面解像度（ＱＶＧＡサイズ）より解
像度の大きいＸＧＡサイズの画像を、該高性能外部ディスプレイ手段の画面全体にわたっ
て（非表示領域を生じることなく）表示することができる。
【００８５】
　なお、同様の効果は、携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ１と高解像度外部デ
ィスプレイ手段を、高解像度外部表示信号の本来解像度から高解像度外部ディスプレイ手
段の画面解像度にアップスキャンコンバートする機能を有する接続ユニットを介して接続
しても実現できる。例えば、携帯情報通信装置の付属ディスプレイパネルの画面解像度が
ＱＶＧＡサイズであり、本来解像度がＸＧＡサイズであるような高解像度外部表示信号を
送信する機能が実現され、一方、高解像度外部ディスプレイ手段としていわゆるフルハイ
ビジョンテレビモニタ（水平画素数×垂直画素数＝1920×1080画素）が使用される場合、
該フルハイビジョンテレビモニタと携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ１とを必
要なアップスキャン機能を有する接続ユニットを介して接続することにより、付属ディス
プレイパネルの画面解像度（ＱＶＧＡサイズ）より解像度の大きいＸＧＡサイズの画像を
、該フルハイビジョンテレビモニタの画面全体にわたって表示することができる（ただし
、その際、ＸＧＡサイズとフルハイビジョンサイズの水平垂直比が異なるため、両端部に
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非表示領域が生じる場合もある）。
【００８６】
　一方、特に第４の発明によれば、マルチスキャン機能を有するディスプレイ装置を使用
せずに、汎用的に使用されているパソコン用ディスプレイ装置やテレビモニタのうちから
、あらかじめ定められた固定解像度に対応した画面解像度を有するものを選択して高解像
度外部ディスプレイ手段として使用することにより、高解像度画像を該高解像度外部ディ
スプレイ手段の画面全体にわたって表示することができる。また、特に第５の発明によれ
ば、高解像度外部ディスプレイ手段として、汎用的なパソコン用ディスプレイ装置やテレ
ビモニタのうちから適当なものを使用した上で、解像度指定手段によって、高解像度外部
表示信号の本来解像度として高解像度外部ディスプレイ手段の画面解像度を選択して指定
することによって、高解像度画像を該高解像度外部ディスプレイ手段の画面全体にわたっ
て表示することができる。さらに、特に第６の発明によれば、マニュアル操作によって高
解像度外部表示信号の本来解像度を指定する必要はなく、周辺装置における高解像度外部
ディスプレイ手段の画面解像度に適合した解像度が自動的に選択される。
　なお、高解像度外部ディスプレイ手段として、マルチスキャン機能を有する高性能外部
ディスプレイ手段を使用している場合には、仮に指定解像度が高性能外部ディスプレイの
画面解像度と一致していなくても、指定解像度が該高性能外部ディスプレイの画面解像度
より小さければ、指定解像度を有する画像を該高性能外部ディスプレイ手段の画面全体に
わたって表示することができる。
【００８７】
　また、このうち特に第１６又は第１７の発明によれば、高解像度外部ディスプレイ手段
として、汎用的な方式のインターフェース手段を有するディスプレイ装置を採用すること
ができる。特に、第１６の発明においては、高解像度外部ディスプレイ手段として液晶デ
ィスプレイ装置等のデジタルディスプレイ装置を使用した場合、「デジタル（ビットマッ
プデータ）→アナログ→デジタル」という信号変換が不要になるため、信号変換に伴う画
像の劣化を回避することができる。一方、第１７の発明においては、高解像度外部ディス
プレイ手段として、テレビモニタやＶＧＡコネクタ等のアナログＲＧＢインターフェース
を有する汎用的なパソコン用ディスプレイ装置を使用することができる。
【００８８】
　第１８の発明の携帯情報通信装置においては、携帯情報通信装置のインターフェース手
段Ａ１に接続された周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段の画面において高解
像度画像を表示する際、該高解像度外部ディスプレイ手段、前記インターフェース手段Ａ
１と該高解像度外部ディスプレイ手段とを媒介する接続ユニット、又は接続ユニットと外
部ディスプレイ装置等が一体化された外部入出力ユニット等から充電用端子Ａを経由して
電力を供給することにより、該携帯情報通信装置の内蔵充電池を充電することができる。
【００８９】
　第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置においては、携帯情報通信
装置のインターフェース手段Ａ１に接続された周辺装置における高解像度外部ディスプレ
イ手段の画面において高解像度画像を表示できるようになることに加えて、携帯情報通信
装置のインターフェース手段Ａ２に、パソコンに用いられるJIS配列の日本語106キーボー
ド又は日本語109キーボード等のフルサイズのキーボード（以下では、「JIS配列の日本語
106キーボード又は日本語109キーボード等のフルサイズのキーボード」を「フルキーボー
ド」と略記する）を接続することにより、フルキーボードでデータを入力できるようにな
る。
【００９０】
　そもそも、携帯電話機をはじめとする携帯情報通信装置においては、電子メールの編集
、ウェブサイトのＵＲＬの入力、ウェブページにおけるフォームへの文字入力、さらには
携帯電話機における電話帳機能における相手先データの編集等、付属する操作キーを用い
た文字入力作業が増大している。それにもかかわらず、携帯情報通信装置においては、そ
の携帯性が重視されるため、付属する操作キーはフルキーボードにおける操作キーよりも



(23) JP 4608660 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

小型であり、隣接する操作キー相互の中心間距離も小さいため、文字入力の操作性が悪い
という問題があった。特に、携帯電話機の場合には、操作キーはテンキーにいくつかのフ
ァンクションキーを加えた少数のキーに限られているため、例えば、「お」を入力する場
合には、ファンクションキーを用いてかな入力モードに切り替えた上で、ア行に振り当て
られた数字キー（通常は「１」のキー）を5回押すというような操作が必要になり、長文
の電子メールを編集する場合のように多数の文字を入力しなければならない場合には多大
な負荷が伴っていた。
　それに対して、第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置は、携帯性
が重視されるが故の画面上の制約に加えて、このデータ（文字）入力上の制約も緩和・解
消するものである。実際、第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置に
加えて、汎用的なパソコン用ディスプレイ装置等の外部ディスプレイ装置やフルキーボー
ド等の外部入力装置を用意し、インターフェース手段Ａ１及びＡ２と直接に又は接続ユニ
ットを介して接続しさえすれば、電子メールの編集・送受信やウェブページの閲覧・双方
向コミュニケーション等の作業に関する限り、従来の携帯情報通信装置とパソコンとを併
用する場合とほとんど遜色ない操作性を実現できることになる。
【００９１】
　一方、外出時と自宅やオフィスでの在席時との間での作業の継続性・連接性の観点から
は、第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置に外部ディスプレイ装置
と外部入力装置とを接続して使用することは、従来の携帯情報通信装置をパソコンと併用
することよりも利便性が高い場合もある。
【００９２】
　従来の携帯情報通信装置とともにパソコンを保有しているユーザーは、通常、携帯情報
通信装置におけるメールアドレスとパソコンにおけるメールアドレスの２つのメールアド
レスを保有する必要があり、常に携帯情報通信装置とパソコンの双方においてメールの受
信状況を確認しなければならない。プロバイダによっては、単一のメールアドレスに対し
て送信されたメールを携帯電話機とパソコンの双方で受信できるようなサービスが提供さ
れている場合もあるが、そのような場合でも、携帯情報通信装置におけるメーラーとパソ
コンにおけるメーラーが別個であるため、パソコンで受信したメールについては携帯情報
通信装置における受信履歴に残らなかったり、その逆が起こったりという不都合が生じる
。また、携帯情報通信装置におけるメールアドレスリストとパソコンにおけるメールアド
レスリストを別個に編集する手間もある。
　さらに、例えば、外出先において携帯情報通信装置を用いてウェブページを閲覧してい
る途中の状態でパソコンを使用できる環境に戻った場合に、パソコンにおける大きな画面
で同じウェブページを閲覧しようとすると、携帯情報通信装置ではすでに当該ウェブサイ
トに接続しているにも関わらず、パソコンを起動した上で、再度、当該ウェブサイトのＵ
ＲＬを入力するという手間がかかる。また、外出先において携帯情報通信装置における操
作部の操作キーを操作してメールの文章を入力している途中の状態でパソコンを使用でき
る環境に戻った場合に、パソコンにおけるフルキーボードでメールの文章を入力しようと
すると、携帯情報通信装置ではすでに文章の途中まで入力が済んでいるにも関わらず、パ
ソコンを起動した上で、再度、文章の最初から入力する必要がある。このように、携帯情
報通信装置における作業からパソコンにおける作業にスムーズに移ることは不可能であり
、しかも、通常、パソコンを起動させる場合には、携帯電話機の起動に比べて長い時間を
要するという問題もある。
【００９３】
　それに対して、第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置に外部ディ
スプレイ装置と外部入力装置とを接続して使用する場合には、データ処理は一貫して携帯
情報通信装置におけるデータ処理手段においてなされ、メールアドレス等の必要なデータ
類も携帯情報通信装置におけるフラッシュメモリ等の記憶手段に格納される。このため、
外出先から自宅やオフィスに戻った場合でも、該携帯情報通信装置と外部ディスプレイ装
置及び外部入力装置とを接続するだけで円滑に作業を継続することができ、また、携帯情
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報通信装置とパソコンを併用する場合のように、データ類を二重に管理する必要もない。
【００９４】
　さらに、第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置に外部ディスプレ
イ装置と外部入力装置とを接続して使用することによって、資源の浪費を抑制する効果も
期待できる。
　パソコンは、主としてＯＳ及びＣＰＵのバージョンアップに対応して非常に早いスピー
ドで機能アップが行われ、その結果、平均して３～７年で買い替えが行われているといわ
れている。そして、その際、一部の熟練者を除き、ＣＰＵやメモリを実装したマザーボー
ドを中心とする本体のみならず、ディスプレイ装置、フルキーボード、ＨＤＤ（Hard Dis
k Drive）等の外部記憶装置も同時に廃棄されるのが通常である。
　それに対して、第１９乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置に外部ディ
スプレイ装置と外部入力装置とを接続して使用する場合では、そもそも、携帯情報通信装
置は独立して使用されるため、携帯情報通信装置における中央演算回路等のデータ処理手
段が高機能化して以前のものが陳腐化したとしても、該携帯情報通信装置だけを交換すれ
ばよく、それ以外のものはそのままで使用することができる。その結果、パソコンのよう
に買い替えに伴う大量廃棄は発生しない。
【００９５】
　第２２及び第２３の発明の携帯情報通信装置においては、携帯情報通信装置のインター
フェース手段Ａ３に外部記憶装置を接続することにより、携帯情報通信装置のデータ処理
手段は、該外部記憶装置にデータを書き込んだり、読み出したりすることができるように
なる。このため、ウェブサイトからダウンロードした画像、テレビ放送等から録画した動
画及びゲームプログラム等のコンテンツ、デジタルカメラやデジタルビデオ等の撮像手段
を用いて生成された画像ファイルを、データ容量に限りのある付属記憶手段ではなく外部
記憶装置に格納しておくことができる。また、外部記憶装置としてＣＤ－ＲＯＭ（Compac
t Disc Read Only Memory）ドライブやＤＶＤ（Digital Versatile Disc又はDigital Vid
eo Disc）－ＲＯＭドライブ等のアプリケーション提供媒体用の外部記憶装置を使用する
ことにより、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭに格納されたアプリケーションプログラムを
フラッシュメモリ等の付属記憶手段に移植し、該プログラムによってデータ処理手段を駆
動することもできるようになる。
【００９６】
　従来の携帯電話機においても、メモリカード等の着脱式の記憶メディアを用いれば、通
信手段又は撮像手段によって取得した画像ファイル等のコンテンツファイルを、パソコン
等における記憶装置に移植することは可能であった。しかし、その場合には、携帯電話機
の記憶手段に格納されたコンテンツファイルを着脱式メディアにコピーし、該着脱式メデ
ィアを携帯電話機から外して、パソコン等のメディアドライブに挿入し、その後、パソコ
ンのデータ処理手段等を駆動させて着脱式メディアからＨＤＤに移植するという手順が必
要になる。
　これに対して、第２２及び第２３の発明の携帯情報通信装置においては、インターフェ
ース手段Ａ３に外部記憶装置が接続された状態では、携帯情報通信装置におけるデータ処
理手段が直接外部記憶装置にアクセスできるため、着脱式メディアを用いることなく、携
帯情報通信装置の記憶手段から外部記憶装置に直接的にファイルの移植ができるようにな
る。
【００９７】
　第２４乃至第２６のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置においては、携帯情報通信
装置はインターネットに接続したウェブサーバにおけるウェブページを、従来通り、付属
ディスプレイパネル閲覧することに加えて、携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ
１に接続された周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段の画面において閲覧する
ことができる。また、携帯情報通信装置はウェブサーバから画像ファイルやゲームプログ
ラム等のコンテンツファイルを取得したりした上で、該ウェブページやコンテンツファイ
ルに対応する画像を、従来通り、付属ディスプレイパネルにおいて表示することに加えて
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、高解像度外部ディスプレイ手段の画面において表示することができる。しかも、その際
、付属ディスプレイパネルの画面解像度の制約を受けることなく、該付属ディスプレイパ
ネルの画面解像度より大きい解像度を有する高解像度画像を表示することができる。
【００９８】
　このうち特に第２５又は２６の発明によれば、ウェブサーバ側のＣＧＩ（Common Gatew
ay Interface）又はＰＨＰ（Hypertext Preprocessor）の機能と連動することにより、携
帯情報通信装置は、自らが有している高解像度外部表示信号の送信機能を十分に活用でき
るサービスを受けることができる。
　例えば、ウェブサーバが、動画や静止画の画像データファイルのダウンロードサービス
を提供する３種類のウェブサイトを有しており、そのうちの１つは本来解像度がＱＶＧＡ
サイズの画像データファイルだけをダウンロードでき、他の１つは本来解像度がＸＧＡサ
イズの画像データファイルだけをダウンロードでき、残りの１つは本来解像度がＱＶＧＡ
サイズとＸＧＡサイズの双方の画像データファイルを一度の操作でダウンロードできるよ
うな場合に、該ウェブサーバが、自らにアクセスしている携帯情報通信装置から、高解像
度外部表示信号の送信機能を有することを示す情報を含むユーザーエージェント情報を受
け取った場合には、本来解像度がＱＶＧＡサイズとＸＧＡサイズの双方の画像データファ
イルを一度にダウンロードできるウェブサイトにアクセスするように自動的に振り分ける
ようにしておけば、第２５又は２６の発明の携帯情報通信装置は、いちいちユーザーが意
識して操作することなく、付属ディスプレイパネルに表示する画像データファイルと高解
像度外部ディスプレイ手段の画面に表示する画像データファイルの双方を一度にダウンロ
ードすることができる。
【００９９】
　さらにその中でも特に第２６の発明によれば、例えば、ウェブサーバが、マークアップ
文書ファイル及びそのリンクファイルで構成されるウェブページを含む２種類のウェブサ
イトを有しており、そのうちの１つがＶＧＡサイズやＸＧＡサイズの固定幅レイアウトの
ウェブページを含み、他の１つがリキッドレイアウトまたは水平画素数の小さい固定幅レ
イアウトのウェブページだけから構成される場合に、該ウェブサーバが、自らにアクセス
している携帯情報通信装置から、前記送信先指定手段がデジタル表示信号の送信先として
前記インターフェース手段Ａ１を指定していることを示す情報を含むユーザーエージェン
ト情報を受け取った場合には、ＶＧＡサイズやＸＧＡサイズの固定幅レイアウトのウェブ
ページを含むウェブサイトにアクセスするように、そうでない場合には、リキッドレイア
ウトまたは水平画素数の小さい固定幅レイアウトのウェブページだけから構成されるウェ
ブサイトアクセスするように、それぞれ自動的に振り分けるようにしておけば、携帯情報
通信装置及び外部ディスプレイ装置からなるシステムにおいて、今現在アクティブなディ
スプレイ手段にふさわしいページ画像が自動的に表示できる。
【０１００】
　第２７の発明の携帯情報通信装置においては、無線動画信号によって伝達される動画を
付属ディスプレイパネルにおいてリアルタイムに表示することに加えて、携帯情報通信装
置のインターフェース手段Ａ１に接続された周辺装置における高解像度外部ディスプレイ
手段の画面においてもリアルタイム表示することができる。しかも、その際、付属ディス
プレイパネルの画面解像度の制約を受けることなく、該付属ディスプレイパネルの画面解
像度より大きい解像度の動画を表示することができる。
　また、無線動画信号によって伝達される動画を録画し動画データファイルに変換の上、
付属する記憶手段に格納するとともに、それを読み出して事後に再生することができる。
その際にも、動画の再生は付属ディスプレイだけではなく、高解像度外部ディスプレイに
おいて表示することができる。
【０１０１】
　第２８の発明の携帯情報通信装置においては、携帯情報通信装置を用いて被写体を撮像
し、該被写体の動画像を付属ディスプレイパネルにおいてリアルタイムに表示することに
加えて、携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ１に接続された周辺装置における高
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解像度外部ディスプレイ手段の画面においてもリアルタイムに表示することができる。し
かも、その際、付属ディスプレイパネルの画面解像度の制約を受けることなく、該付属デ
ィスプレイパネルの画面解像度より大きい解像度を有する高解像度画像を表示することが
できる。
　また、撮像された静止画又は動画の画像をデータファイルに変換の上、付属する記憶手
段に格納するとともに、それを読み出して事後に再生することができる。その際にも、動
画の再生は付属ディスプレイだけではなく、高解像度外部ディスプレイにおいて表示する
ことができる。
【０１０２】
　第２９乃至第３２のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置においては、ウェブサーバ
から取得したマークアップ文書ファイル及びそのリンクファイル、又は記憶手段に格納さ
れたマークアップ文書ファイル及びそのリンクファイルを処理し、それらのファイルに対
応したページ画像を、付属ディスプレイパネルに加えて、携帯情報通信装置のインターフ
ェース手段Ａ１に接続された周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段の画面にお
いても表示することができる。
　特に、例えば、付属ディスプレイパネルの画面解像度がＱＶＧＡサイズである携帯情報
通信装置でパソコン向けウェブサイトに接続し、例えばＶＧＡサイズの画面で閲覧される
ことを想定して作成されたウェブページを閲覧した場合、従来のように、付属ディスプレ
イパネルにおいて水平スクロールを何度も繰り返して全体を閲覧するだけではなく、携帯
情報通信装置のインターフェース手段Ａ１に接続された周辺装置における高解像度外部デ
ィスプレイ手段の画面において、パソコンでの画面イメージに近いレイアウトで表示され
、しかも水平スクロールなしで閲覧できるようになる。
【０１０３】
　第３３乃至第３７のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置においては、デジタル動画
信号又は画像データファイルの本来画像を、携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ
１に接続された周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段の画面において表示する
ことができる。特に、本来画像の解像度が携帯情報通信装置の付属ディスプレイパネルの
画面解像度より大きい場合には、付属ディスプレイパネルにおいては、信号又はデータの
一部を間引くことによって生成された解像度の低い全体画像又は部分画像が表示されるの
に対して、高解像度外部ディスプレイ手段の画面においては、本来画像、又は本来画像に
画素を補間することによって高解像とした画像を表示することができる。
【０１０４】
　このうち特に第３７の発明の携帯情報通信装置においては、ＧＰＳ信号を変換したデジ
タル信号と地図情報を組み合わせることにより、自らの現在位置情報を含む地図画像を、
付属ディスプレイパネルに加えて携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ１に接続さ
れた周辺装置における高解像度外部ディスプレイ手段の画面においても表示することがで
きる。
　携帯電話機向けのサービスとして、ＧＰＳを使ったナビゲーションサービスがあり、最
近では、通常のナビゲーション情報に加えて渋滞情報を提供したり、目的地へのルート情
報を提供したりする、いわゆる「助手席ナビ」サービスも提供されるようになっている。
しかし、そもそも携帯電話機の付属ディスプレイの画面が小さく、そこに表示されている
地図情報を閲覧する際には携帯電話機を眼前に保持する必要があるため、運転者自身が閲
覧することは法的にも実際的にもできない。このため、このサービスは、名称が示してい
る通り同乗者が操作・閲覧することが前提になっている。
　それに対して、第３７の発明の携帯情報通信装置においては、通常のカーナビゲーショ
ンシステムのディスプレイパネル部と同程度の大きさの高解像度外部ディスプレイ手段を
含む周辺装置、及び／又は、高解像度外部ディスプレイ手段が接続される周辺装置を携帯
情報通信装置のインターフェース部Ａ１に接続の上、通常のカーナビゲーションシステム
のディスプレイパネル部と同様の位置に固定することにより、運転者自身がハンズフリー
で地図情報を閲覧することが可能になる。
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【０１０５】
　第３８乃至第４２のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置用接続ユニットにおいては
、それを介して携帯情報通信装置と高解像度外部ディスプレイを接続することにより、携
帯情報通信装置と高解像度外部ディスプレイ装置とを直接接続する場合と比較して、以下
のようなメリットが得られる。
【０１０６】
　まず、携帯情報通信装置においては、その携帯性が重視されるため、インターフェース
手段Ａ１を構成する端子部についても、パソコン等で汎用的に使用されているものとは異
なる小型の特殊なものとせざるを得ない。このため、該端子部と接続される接続ケーブル
も特殊なものとなるため、各種の長さのケーブルを用意することは困難であり、したがっ
て、携帯情報通信装置と高解像度外部ディスプレイ装置を接続ケーブルで直接接続すると
なると、その位置関係はおのずと限定されることになる。
　それに対して、第３８乃至第４２のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置用接続ユニ
ットを媒介すれば、携帯情報通信装置のインターフェース手段Ａ１と接続ユニットのイン
ターフェース手段Ｂ１とは特殊なケーブルで接続し、一方、接続ユニットのインターフェ
ース手段Ｂ２の端子は高解像度外部ディスプレイ装置に適合した汎用的な端子として、該
インターフェース手段Ｂ２と高解像度外部ディスプレイ手段を汎用的なケーブルで接続す
ることにより、接続ユニットと高解像度ディスプレイは比較的自由に配置することができ
る。その結果、携帯情報通信装置と高解像度外部ディスプレイ手段は自由な位置関係で配
置することができる。
【０１０７】
　なお、携帯情報通信装置と高解像度外部ディスプレイ手段は、接続ケーブルによるだけ
でなく無線手段を用いて接続することも可能であるが、そのような場合でも、第３８乃至
第４２のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置用接続ユニットを用いれば、インターフ
ェース手段Ａ１とインターフェース手段Ｂ１の接続を有線手段で接続し、インターフェー
ス手段Ｂ２と高解像度外部ディスプレイの間を無線手段で接続する組み合わせ（又はその
逆の組み合わせ）で接続したりすることにより、無線の到達距離や障害物の問題を回避し
て、より確実なデータのやり取りを実現できる。
【０１０８】
　次に、携帯情報通信装置に、高解像度外部ディスプレイ装置に加えて、フルキーボード
等の外部入力装置及び／又はＨＤＤ等の外部記憶装置を接続する場合には、それらを接続
ケーブルで直接接続しようとすると複数の接続ケーブルが必要になるため、携帯性が重視
されるが故に小型化が必須要件である携帯情報通信装置において、複数の接続端子を設け
なければならないという装置構造上の問題が生じる。
　それに対して、第３８乃至第４２のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置用接続ユニ
ットを媒介した場合には、携帯情報通信装置側のインターフェース手段Ａ１を構成する端
子部と、インターフェース手段Ａ２を構成する端子部及び／又はインターフェース手段Ａ
３を構成する端子部とを一体化し、一方、接続ユニット側のインターフェース手段Ｂ１を
構成する端子部と、インターフェース手段Ｂ２を構成する端子部及び／又はインターフェ
ース手段Ｂ３を構成する端子部とを一体化して、一体化された端子部同士を接続すること
が可能になる。
　さらに、接続ユニットを構成する筐体の内部にＨＤＤ等の外部記憶装置や、ＡＣ／ＤＣ
回路や充電池から構成される直流電力供給手段を納め、また、該筐体に携帯情報通信装置
を挿入することによって携帯情報通信装置の端子部と接続ユニットの端子部が直接接触し
て接続するような挿入口を設けるなどして、携帯情報通信装置と接続ユニットとの接続の
便を図ることにより、携帯情報通信装置が接続された接続ユニットを、あたかもデスクト
ップタイプのパソコンを使用しているのと近いイメージで使用することができるようにな
る。
　なお、この場合、接続ユニットには、周辺装置と接続するために複数の接続端子を設け
る必要があるが、接続ユニットは携帯して使用されないため、携帯情報通信装置に複数の
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接続端子を設ける場合のような問題は生じない。
【０１０９】
　なお、第３８乃至第４２のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置用接続ユニットは、
専ら、携帯情報通信装置と周辺装置との間のインターフェース機能だけを担っており、［
背景技術］で説明した第一種の技術における接続ユニットのように、携帯情報通信装置側
のデータ処理手段とは別個に表示データを生成する専用の表示データ生成手段を備えてい
るわけではない。このため、従来の技術におけるような、「不合理な二重投資」と「非効
率的な資源利用」の問題は生じない。
【０１１０】
　第４３乃至第４９のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置用外部入出力ユニットにお
いては、それを携帯情報通信装置と接続して使用することにより、携帯情報通信装置を高
解像度外部ディスプレイ装置とを直接接続したり、接続ユニットを媒介して携帯情報通信
装置と高解像度外部ディスプレイ手段を接続したりする場合と比較して、以下のようなメ
リットが得られる。
【０１１１】
　まず、携帯情報通信装置とのインターフェース手段と外部ディスプレイ手段及びキーボ
ード等の外部入力手段、さらにはＨＤＤ等の外部記憶手段が一体化されているため、携帯
情報装置と周辺装置との接続が簡素化される。特に、携帯情報通信装置側のインターフェ
ース手段Ａ１を構成する端子部と、インターフェース手段Ａ２を構成する端子部及び／又
はインターフェース手段Ａ３を構成する端子部とを一体化し、一方、外部入出力ユニット
側のインターフェース手段Ｄ１を構成する端子部と、インターフェース手段Ｄ２を構成す
る端子部及び／又はインターフェース手段Ｄ３を構成する端子部とを一体化して、一体化
された端子部同士を接続することにより、携帯情報通信装置と外部ディスプレイ手段及び
外部入力手段との接続を単純化することができる。
　そして、その場合には、外部入出力ユニットを構成する筐体の内部にＨＤＤ等の外部記
憶装置や充電池を納め、該充電池にＡＣ／ＤＣ回路や商用電源プラグを接続することによ
り、携帯情報通信装置が接続された外部入出力ユニットを、あたかもノートブックタイプ
のパソコンを使用しているのと近いイメージで使用することができるようになる。
【０１１２】
　なお、携帯情報通信装置と外部入出力ユニットは、携帯情報通信装置用接続ユニットに
関する説明の際に述べたのと同じ理由で、特殊なケーブルで接続されることになるため、
両者の位置関係には制約が生じるが、そもそも外部入出力ユニットは、ノートブックタイ
プのパソコンに近い使い方が想定されており、したがって、携帯情報通信装置と接続ユニ
ットは比較的近くに配置されるため、特に問題は生じない。
【０１１３】
　このうち特に第４６及び第４９の発明によれば、外部入出力ユニットに付属する外部デ
ィスプレイパネル自体及び／又は外部ディスプレイパネルの額縁部に外部入力機能が付与
されるため、外部入出力ユニットをコンパクトな構成とすることができる。したがって、
第１７乃至第２１のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置と第４３及び第４６の外部入
出力ユニットとの組み合わせでカーナビゲーションシステムとして機能させるような場合
に好適である。
【０１１４】
　なお、第１９乃至第２３のいずれか１つの発明の携帯情報通信装置と第４６及び第４９
の外部入出力ユニットとを接続して車載通話システムとして機能させる場合、該携帯情報
通信装置として音声通話機能を有する携帯電話機を使用し、一方、外部入出力ユニットに
は外部スピーカ及び外部マイクロホンを付属させた上で、両者の間のインターフェースに
デジタル信号に変換された音声データをやり取りする機能を付与することにより、ハンズ
フリーの車載通話システムを構築することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１１５】
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　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。ただし、本発明はかかる実
施形態に限定されず、その技術思想の範囲内で種々の変更が可能である。
【０１１６】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置、携帯情報通信装置用接続ユ
ニット、及び両者を接続した上で該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装
置を接続することによって構成した情報通信システムの構成及び機能を説明するためのブ
ロック図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合について説明してい
る。
【０１１７】
　この実施形態においては、携帯電話機1は、それ単独として、音声通話用、携帯テレビ
電話でのコミュニケーション用、データ通信・処理用、テレビ放送番組の視聴用、被写体
の撮影用、又は、画像データ及び／又は音声データの保存・再生用として使用することが
でき、音声通話以外の用途で使用する場合には、各種の画像が、付属ディスプレイパネル
であるＬＣＤ（Liquid Crystal Display）パネル15Aに表示される。
　以下では、ＬＣＤパネル15AはＱＶＧＡサイズの画面解像度を有し、通常は縦長画面（
水平画素数×垂直画素数＝240×320画素）で使用するものとして説明するが、それ以外の
解像度であってもよい。
【０１１８】
　まず、携帯電話機1が音声通話用に使用される場合、マイクロホン18Aから入力された音
声はＣＯＤＥＣ（COder-DECoder）18Cによってデジタル信号に変換され、該デジタル信号
はベースバンドプロセッサ11及びＲＦ（Radio Frequency）送受信部111Bを経由し、通信
用アンテナ111Aから電波信号として公衆ネットワークに送信される。逆に、音声通話の相
手先からの電波信号として公衆ネットワークに送信された音声データは通信用アンテナ11
1Aで受信され、ＲＦ送受信部111B及びベースバンドプロセッサ11を経由することによりデ
ジタル信号に変換され、該デジタル信号はＣＯＤＥＣ18Cでアナログ電気信号に変換され
、最終的にスピーカ18Bから音声として出力される。
　なお、公衆ネットワークとの間の電波信号の送受信は、移動体通信のセルラーネットワ
ークの基地局との間でＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）等の方式で通信する
ことによって、又は、無線ＬＡＮの基地局・アクセスポイントとの間でＤＳＳＳ（Direct
 Sequence Spread Spectrum）やＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexin
g）等の方式で通信することによって実行される。
【０１１９】
　次に、携帯電話機1が携帯テレビ電話でのコミュニケーション用に使用される場合には
、上で説明した音声データのやり取りに加えて、以下のような画像（動画）データのやり
取りが加わる。
　すなわち、通常は携帯電話機1のユーザー自身である被写体から反射又は放射される光
信号は、光学レンズ等で構成される光学系部12Aを経由してＣＣＤ12Bに入射し、ＣＣＤ12
Bにおいて画素ごとの電気信号に変換された上で、ＡＤ／ＤＡ変換部２_12Cでデジタル動
画信号に変換され、バス19を経由して中央演算回路１_10A1に送信される。該デジタル動
画信号は中央演算回路１_10A1において必要な処理を施され、上記の音声データと同じく
、ベースバンドプロセッサ11及びＲＦ送受信部111Bを経由し、通信用アンテナ111Aから電
波信号として公衆ネットワークに送信される。
　なお、以下では、ＣＣＤ12Bの解像度はＳＸＧＡサイズ（水平画素数×垂直画素数＝128
0×1024画素）であるものとして説明するが、それ以外の解像度であってもよい。
【０１２０】
　一方、コミュニケーションの相手先から電波信号（無線動画信号）として公衆ネットワ
ークに送信された画像（動画）データは通信用アンテナ111Aで受信され、ＲＦ送受信部11
1B及びベースバンドプロセッサ11を経由することによりデジタル信号に変換された上で、
中央演算回路１_10A1に送信される。中央演算回路１_10A1では、フラッシュメモリ14Aに
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格納されたプログラムに基づいて必要な処理を行い、該デジタル信号に対応した描画命令
をグラフィックコントローラ１_10Bに送信する。
　グラフィックコントローラ１_10Bは、該描画命令に基づき、あらかじめ十分な大きさ（
以下では、ＱＵＸＧＡ Wide (Quad Ultra ＸＧＡ Wide) サイズ（水平画素数×垂直画素
数＝3840×2400画素）として説明する）の論理解像度を有するように設定された仮想画面
におけるビットマップデータを生成し、必要に応じてＶＲＡＭ（Video ＲＡＭ）１_10Cへ
の書き込み／読み出しを行いつつ、該ビットマップデータをＬＣＤドライバ15Bに送信す
る。なお、ＶＲＡＭ１_10Cは、［特許請求の範囲］でいうところのビットマップメモリ１
にあたる。
　ＬＣＤドライバ15Bは、該ビットマップデータに基づいて、ソース・ドライバ部とゲー
ト・ドライバ部とを作動させることによりＬＣＤパネル15Aの画面を構成する各々の画素
を駆動し、最終的にコミュニケーションの相手からの無線動画信号に対応した画像がＬＣ
Ｄパネル15Aに表示される。
　この際、携帯テレビ電話において送受信される無線動画信号の本来画像の解像度は、通
常、ＬＣＤパネル15Aの画面解像度を上回らないため、ＬＣＤパネル15Aには、該本来画像
が全画面表示されるか、本来画像がＬＣＤパネル15Aの画面の一部に表示されるか、又は
本来画像の解像度はそのままで全画面に拡大表示される。
　なお、携帯テレビ電話における電波信号（音声信号及び動画信号）の送受信は、音声通
信の場合と同様に、各種の通信方式によって実現できるが、特に、セルラーネットワーク
においてＣＤＭＡ方式を採用した場合には、通信規格として３Ｇ－３２４Ｍを採用するこ
とができる。
【０１２１】
　次に、携帯電話機1がデータ通信・処理用に使用される場合、通常は20個前後の小型の
キーからなるキー操作部16Aを操作することによって入力され、キー入力コントローラ16B
でデジタル信号に変換されたデータ、及び／又は、インターネットプロトコルに準拠した
電波信号を公衆ネットワークから通信用アンテナ111Aで受信し、ＲＦ送受信部111B及びベ
ースバンドプロセッサ11を経由することによりデジタル信号に変換されたデータが、バス
19を経由して中央演算回路１_10A1に転送される。中央演算回路１_10A1では、フラッシュ
メモリ14Aに格納されたプログラムに基づいて必要な処理を行い、処理されたデータは、
バス19を経由して、フラッシュメモリ14A及びＲＡＭ（Random Access Memory）14Bや、グ
ラフィックコントローラ１_10Bや、ベースバンドプロセッサ11に転送される。そして、最
終的には、ＬＣＤパネル15Aに画像が表示されたり、スピーカ18Bから音声が出力されたり
、通信用アンテナ111Aから電波信号が送信されたり、フラッシュメモリ14Aにデータが保
存されたりする。
　なお、インターネットプロトコルに準拠した電波信号の送受信は、音声通信の場合と同
様に、各種の通信方式によって実現できる。その際、通信用アンテナ111A、ＲＦ送受信部
111B及びベースバンドプロセッサ11を複数帯域の電波信号に対応できるようにすることに
よって、例えば、屋内等の無線ＬＡＮの基地局・アクセスポイントに近い箇所では高速の
無線ＬＡＮ方式で通信を行い、それ以外の箇所ではＣＤＭＡ方式等の第３世代移動体通信
（セルラーシステム）で通信を行うようなことが実現できる。
【０１２２】
　特に、携帯電話機1が、インターネットに接続したウェブサイトにアクセスし、該ウェ
ブサイトを構成するウェブページを閲覧している場合には、中央演算回路１_10A1は、フ
ラッシュメモリ14Aに格納されたブラウザプログラムに従って、通信用アンテナ111A、Ｒ
Ｆ送受信部111B、ベースバンドプロセッサ11及びバス19を経由して、ウェブページを構成
するマークア文書ファイル及びそのリンクファイルを取得し、ウェブページのレイアウト
形式に応じて以下のように描画命令を生成・送信する。すなわち、ウェブページがリキッ
ドレイアウト、又はＬＣＤパネル15Aの画面水平解像度（240画素）よりも狭い固定幅レイ
アウトを採用していれば、ＬＣＤパネル15Aの画面水平解像度と同じ水平画素数を有する
ページ画像の描画命令を、ウェブページがＬＣＤパネル15Aの画面水平解像度よりも広い
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固定幅レイアウトを採用していれば、該固定幅と同じ水平画素数を有するページ画像の描
画命令を、それぞれ生成し、該描画命令をグラフィックコントローラ１_10Bに送信する。
　グラフィックコントローラ１_10Bは、該描画命令に基づき仮想画面におけるビットマッ
プデータを生成しＶＲＡＭ１_10Cに書き込むとともに、ＬＣＤパネル15Aに表示され、Ｌ
ＣＤパネル15Aの画面解像度と同じ解像度を有する画像を記述するビットマップデータを
ＶＲＡＭ１_10Cから切り出してＬＣＤドライバ15Bに送信する。ＬＣＤドライバ15Bは、該
ビットマップデータに基づいてＬＣＤパネル15Aの画面を構成する各々の画素を駆動し、
最終的に前記ウェブページに対応したページ画像の全部又は一部に、必要に応じて画面の
上部・下部に表示されるメニュー表示等を組み合わせた全画面画像がＬＣＤパネル15Aに
表示される。
　この際、ページ画像の解像度がＬＣＤパネル15Aの画面解像度より大きい場合には、キ
ー操作部16Aにおいて画面スクロール機能を担うキーを操作することによって入力される
データに応じて、中央演算回路１_10A1が描画命令を変更することにより、ＶＲＡＭ１_10
Cから切り出されるビットマップデータは仮想画面上を徐々に遷移し、その結果として、
ＬＣＤパネル15Aにおいてページ画像がスクロール表示される。
【０１２３】
　また、携帯電話機1がテレビ番組の視聴用に使用される場合、テレビ受信用アンテナ112
Aで受信したテレビ放送信号は、テレビチューナ112B及びＡＤ／ＤＡ変換部１_112Cでデジ
タル動画信号及びデジタル音声信号に変換され、バス19を経由して中央演算回路１_10A1
に送信される。
　携帯電話機１においては、テレビ放送の画像を、ＬＣＤパネル15Aを縦置きにして表示
する（→縦長画面（水平画素数×垂直画素数＝240×320画素））か、横置きにして表示す
る（→横長画面（水平画素数×垂直画素数＝320×240画素））かを、キー操作部16Aを操
作することによって選択することができ、中央演算回路１_10A1は、この選択に対応した
入力信号及び前記デジタル動画信号に基づき、ＬＣＤパネル15Aに表示される画面イメー
ジ（ただし、縦長画面の場合、上部及び／又は下部に非表示領域が生じた画面イメージ）
のビットマップデータを作成する描画命令を生成し、該描画命令をグラフィックコントロ
ーラ１_10Bに送信する。この際、テレビ放送における本来画像の水平・垂直画素数は、縦
長画面、横長画面のいずれの場合でも、ＬＣＤパネル15Aの水平・垂直画素数よりも大き
いため、描画命令の生成にあたっては、ＡＤ／ＤＡ変換部１_112Cから送信されるデジタ
ル動画信号を一部間引くことによって、解像度の低い画像の全体画像の描画命令を生成す
る。
　グラフィックコントローラ１_10B、ＶＲＡＭ１_10C及びＬＣＤドライバ15Bの動作は、
キー操作部16Aの操作に従った画像のスクロールがないことを除けば、ウェブページのペ
ージ画像を表示する場合と同様に動作し、結果として、ＬＣＤパネル15Aにテレビ放送の
動画がリアルタイムで表示される。
　一方、デジタル音声信号についても中央演算回路１_10A1で適切に処理され、さらにベ
ースバンドプロセッサ11とＣＯＤＥＣ18Cを経由することによって、最終的にスピーカ18B
から音声として出力される。この結果、上記のＬＣＤパネル15Aに表示される動画と相俟
ってテレビ番組として視聴することができる。
【０１２４】
　また、携帯電話機1が被写体の撮影用に使用される場合、被写体から反射又は放射され
る光信号は、携帯テレビ電話でのコミュニケーションの場合と同じ経路でデジタル動画信
号に変換され中央演算回路１_10A1に送信される。また、中央演算回路１_10A1、グラフィ
ックコントローラ１_10B、ＶＲＡＭ１_10C及びＬＣＤドライバ15Bは、テレビ放送番組を
視聴する場合と同様に動作し、結果として、ＬＣＤパネル15Aに被写体の映像（動画）が
リアルタイムで表示される。
　この際、ＣＣＤ12Bによって撮像される本来画像の水平・垂直画素数は、縦長画面、横
長画面のいずれの場合でも、ＬＣＤパネル15Aの水平・垂直画素数よりも大きいため、中
央演算回路１_10A1が描画命令を生成する際には、ＡＤ／ＤＡ変換部２_12Cから送信され
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るデジタル動画信号を一部間引くことによって、解像度の低い画像の全体画像の描画命令
を生成する。
【０１２５】
　一方、携帯電話機１においては、上記のようにデジタル音声信号に基づいてスピーカ18
Bから音声をリアルタイムに出力したり、デジタル動画信号に基づいてＬＣＤパネル15Aに
動画をリアルタイムに表示したりするだけでなく、デジタル音声信号及び／又はデジタル
動画信号をデータファイルに変換して保存したり、該保存したデータファイルを読み出し
て必要な処理を行うことにより、音声を出力したり、画像を表示したり、あるいは両者を
組み合わせたムービーとして再生することができる。
　このような画像データ及び／又は音声データの保存・再生用に使用される場合、中央演
算回路１_10A1は、キー操作部16Aを操作することにより入力されたデータに基づきフラッ
シュメモリ14Aにアクセスして、デジタル動画信号を変換したビットマップデータやデジ
タル音声信号を変換したデジタル音声データを必要に応じて圧縮したデータファイルとし
て書き込んだり、逆にデータファイルを読み出して必要な処理を行うことにより、描画命
令をグラフィックコントローラ１_10Bに出力したり、デジタル音声信号をベースバンドプ
ロセッサ11経由でＣＯＤＥＣ18Cに出力したりする。
　なお、画像データファイル及び／又は音声データファイルは、ウェブサイトにアクセス
し、通信用アンテナ111A、ＲＦ送受信部111B、ベースバンドプロセッサ11を経由して受信
・変換されたデジタル信号を、バス19経由で中央演算回路１_10A1が受信し、必要な変換
を行ってフラッシュメモリ14Aに書き込むことによっても保存することができる。ただし
、フラッシュメモリ14Aの容量には限界があるため、例えば、長時間のムービー等を保存
することには制約が生じる。
　また、動画である画像データを保存する場合には、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts
 Group）－１、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４等のＭＰＥＧ規格のフォーマットで保存され
、静止画である画像データを保存する場合には、ＢＭＰ、ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧ、ＧＩＦ及
びＰＮＧ等のフォーマットで保存される。また、音声データについては、ＷＡＶＥ形式や
、ＭＰ３（ＭＰＥＧ Audio Layer ３）、ＡＩＦＦ（Audio Interchange File Format）、
ＡＴＲＡＣ３（Adaptive TRansform Acoustic Coding ３）等のフォーマットで保存され
る。
【０１２６】
　以上が携帯電話機1をそれ単独として使用する場合の機能の概略であるが、携帯電話機1
は、接続ユニット3と接続するための外部接続端子部Ａ_13Dを備えており、外部接続端子
部Ａ_13Dと、接続ユニット3に備えられたインターフェース部Ｂ_33を構成する外部接続端
子Ｂ_33Dとを接続ケーブル2を介して接続することにより、携帯電話機1と接続ユニット3
を一体的な情報通信システムとして動作させることができるようになる。
【０１２７】
　一方、接続ユニット3は、周辺装置と接続するためのインターフェース部Ｃ１_35とイン
ターフェース部Ｃ２_36を備えており、インターフェース部Ｃ１_35には、ＬＣＤである外
部ディスプレイ装置5が、インターフェース部Ｃ２_36には、フルキーボードである外部キ
ーボード61とマウス62が、それぞれ接続されている。また、接続ユニット3はＨＤＤ34及
び充電池Ｂ_37Aとを備えており、それぞれインターフェース部Ｂ_33に接続している。ま
た、充電池Ｂ_37Aには、ＡＣ／ＤＣ回路37B及び商用電源プラグ37Cが接続されており、接
続ユニット3は、それらを経由して一旦充電池Ｂ_37Aに蓄えられた直流電力によって作動
する。なお、接続ユニット3の充電池Ｂ_37Aに蓄えられた直流電力は、外部接続端子部Ｂ_
33D及び外部接続端子部Ａ_13Dを経由して携帯電話機1の内蔵充電池17に供給され、一旦蓄
えられた上で、携帯電話機1の作動に使われる。
　以下では、原則として、外部ディスプレイ装置5（ＬＣＤ）の画面解像度は、ＶＧＡサ
イズ（水平画素数×垂直画素数＝640×480画素）であるものとして説明するが、それ以上
の解像度であってもよい。
【０１２８】
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　さて、作動中の携帯電話機1と、インターフェース部Ｃ１_35に外部ディスプレイ装置5
が接続しており作動中の接続ユニット3（以下では、「インターフェース部Ｃ１_35に外部
ディスプレイ装置5が接続しており作動中」のことを「作動中」と略記する）を接続した
場合、作動中の携帯電話機1を接続ユニット3に接続し、接続ユニット3を起動させた場合
、あるいは携帯電話機1を作動中の接続ユニット3に接続し、携帯電話機1を起動させた場
合に、携帯電話機1の中央演算回路１_10A1は、接続ユニット3から、接続ユニット3が接続
していることを検知する信号（以下、接続検知信号と略記）、及び接続ユニット3のイン
ターフェース部Ｃ１_35に接続された外部ディスプレイ装置5の画面解像度データを、外部
接続端子部Ｂ_33D、接続ケーブル2、外部接続端子部Ａ_13D及びバス19を経由して受信す
る。
　そして、携帯電話機1の中央演算回路１_10A1が前記接続検知信号を受信した場合、中央
演算回路１_10A1は、ＬＣＤパネル15Aの画面水平解像度又は画面解像度に対応した画像の
描画命令に替えて、以下で説明するように、ＬＣＤパネル15Aの画面解像度より大きな解
像度を有する画像の描画命令を生成し、グラフィックコントローラ１_10Bに対して送信す
る。また、中央演算回路１_10A1は、上記の描画命令とともに、ＶＲＡＭ１_10Cから切り
出したビットマップデータを、ＬＣＤドライバ15Bに送信する替わりに、ＴＭＤＳトラン
スミッタ13Aに送信するように命令する送信命令を生成し、該送信命令をグラフィックコ
ントローラ１_10Bに送信する。
【０１２９】
　まず、インターネットに接続したウェブサイトにアクセスし、該ウェブサイトを構成す
るウェブページを閲覧している場合には、中央演算回路１_10A1は、フラッシュメモリ14A
に格納されたブラウザプログラムに従い、ウェブページのレイアウト形式に応じて以下の
ように描画命令を生成・送信する。すなわち、ウェブページがリキッドレイアウト、又は
外部ディスプレイ装置5の画面水平解像度（640画素）よりも狭い固定幅レイアウトを採用
していれば、外部ディスプレイ装置5の画面水平解像度と同じ水平画素数を有するページ
画像の描画命令を生成・送信し、ウェブページが外部ディスプレイ装置5の画面水平解像
度よりも広い固定幅レイアウトを採用していれば、該固定幅と同じ水平画素数を有するペ
ージ画像の描画命令を生成・送信する。
【０１３０】
　ここで説明した機能及び上記の［０１２２］において説明した機能を合わせると、デー
タ処理手段を構成する中央演算回路１_10A1、グラフィックコントローラ１_10B及びＶＲ
ＡＭ１_10Cは、ウェブページがリキッドレイアウトを採用している場合には、その同一の
マークアップ文書ファイルを処理することにより、携帯電話機1をそれ単独として使用す
る際と、外部ディスプレイ装置5が接続された接続ユニット3とともに一体的な情報通信シ
ステムとして使用する際では、異なったページ画像に対応するビットマップデータを生成
・送信している。すなわち、単独使用時には、携帯電話機1のＬＣＤパネル15Aの画面水平
解像度に合わせて改行するページ画像（同幅ページ画像）に対応するビットマップデータ
を生成・送信するのに対して、一体的なシステムとしての使用時には、外部ディスプレイ
装置5の画面水平解像度に合わせて改行するページ画像（幅広ページ画像）に対応するビ
ットマップデータを生成・送信する。
【０１３１】
　なお、この実施例においては、ウェブページが固定幅レイアウトを採用している場合に
は、単独使用時でも、一体的なシステムとしての使用時でも、中央演算回路１_10A1は該
固定幅で改行する同じページ画像の描画命令を生成・送信するが、フラッシュメモリ14A
に、複数のレンダリングモードを有するブラウザプログラムを格納し、単独使用時には、
例えば、フレーム形式を複数のタブページに分割する等により、携帯電話機1のＬＣＤパ
ネル15Aの画面水平解像度に合わせて改行するようにレイアウトしたページ画像（幅広ペ
ージ画像）の描画命令を生成・送信するようにすることができる。このような場合にも、
データ処理手段は、同一のマークアップ文書ファイルを処理することにより、同幅ページ
画像のデジタル表示信号と、幅広ページ画像のデジタル表示信号との双方を生成すること



(34) JP 4608660 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

になる。
【０１３２】
　さて、一方、テレビ放送を視聴している場合及び被写体を撮影している場合には、それ
ぞれＡＤ／ＤＡ変換部１_112C及びＡＤ／ＤＡ変換部２_12Cから送信されるデジタル動画
信号における本来画像の解像度は、外部ディスプレイ装置5における画面解像度より依然
として大きいため、中央演算回路１_10A1は、該デジタル動画信号を一部間引くことによ
って、解像度を外部ディスプレイ装置5の画面解像度に合わせた低画質の全体画像の描画
命令が生成・送信される。
【０１３３】
　なお、携帯テレビ電話でのコミュニケーションを行っている場合には、携帯テレビ電話
における無線動画信号の本来画像の解像度は、ＬＣＤパネル15Aの画面解像度を上回らな
いため、携帯電話機1を接続ユニット3と接続した場合でも、中央演算回路１_10A1からの
描画命令が描画を命令する画像の解像度は変わらない。ただし、フラッシュメモリ14Aが
画像の補間プログラムを格納しており、中央演算回路１_10A1がそれに従って作動する場
合には、外部ディスプレイ装置5の画面解像度（無線動画信号の本来画像の解像度より大
きい）と同じ解像度を有する画像の描画命令を生成・送信することができる。
【０１３４】
　ところで、外部ディスプレイ装置5として、画面解像度がＶＧＡサイズであるようなも
のに替えて、フルハイビジョンテレビモニタ（水平画素数×垂直画素数＝1920×1080画素
）のように、画面解像度が十分に大きい（ただし、あらかじめ設定された仮想画面の論理
解像度（3840×2400画素）よりも小さい）ものを使用する場合には、中央演算回路１_10A
1が生成・送信する描画命令は、以下のように変わる。
　まず、ウェブページを閲覧している場合には、ほとんどのウェブページは、仮に固定幅
レイアウトを採用している場合でも該固定幅が外部ディスプレイ装置5の画面水平解像度
を超えることはないため、中央演算回路１_10A1においては、外部ディスプレイ装置5の画
面水平解像度と同じ水平画素数を有するページ画像の描画命令が生成・送信される。
　次に、テレビ放送を視聴している場合、又は被写体を撮影している場合にも、デジタル
動画信号における本来画像の解像度は、外部ディスプレイ装置5の画面解像度を超えるこ
とはないため、中央演算回路１_10A1においては、デジタル動画信号における本来画像の
描画命令が生成・送信される。
　その際、視聴しているテレビ放送がアナログテレビ放送である場合や、この説明で想定
しているようにＣＣＤ12Bの解像度（1280×1024画素）がフルハイビジョンサイズ（1920
×1080画素）より小さい場合には、描画命令が生成される本来画像の解像度は外部ディス
プレイ装置5の画面解像度より小さくなるが、フラッシュメモリ14Aが画像の補間プログラ
ムを格納しており、中央演算回路１_10A1がそれに従って作動する場合には、外部ディス
プレイ装置5の画面解像度（デジタル動画信号の本来画像の解像度より大きい）と同じ解
像度を有する画像の描画命令を生成することができる。
【０１３５】
　グラフィックコントローラ１_10Bは、中央演算回路１_10A1から受信した描画命令に基
づき、あらかじめ設定された仮想画面上においてビットマップデータを生成し、ＶＲＡＭ
１_10Cに書き込む。さらに、グラフィックコントローラ１_10Bは、中央演算回路１_10A1
から入手した外部ディスプレイ装置5の画面解像度データに基づき、外部ディスプレイ装
置5の画面解像度と同じ解像度を有し、外部ディスプレイ装置5の画面に表示される画像を
記述するビットマップデータをＶＲＡＭ１_10Cから切り出す。その上で、中央演算回路１
_10A1から受信した送信命令に基づき、該ビットマップデータをＴＭＤＳトランスミッタ1
3Aに送信し、ＴＭＤＳトランスミッタ13Aは、該ビットマップデータを、外部接続端子部
Ａ_13Dを経由して接続ユニット3のインターフェース部Ｂ_33にＴＭＤＳ伝送方式で送信す
る。
【０１３６】
　接続ユニット3においては、インターフェース部Ｂ_33で受信・転送されたビットマップ
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データを、ＴＭＤＳレシーバ機能を有するインターフェース部Ｃ１_35で受け入れて、必
要な処理を行った上で外部ディスプレイ装置5に送信し、結果として、外部ディスプレイ
装置5の画面において、その画面解像度に対応した解像度を有する画像が表示される。そ
の際、リキッドレイアウト、又は外部ディスプレイ装置5の画面水平解像度よりも狭い固
定幅レイアウトを採用しているウェブページを閲覧している場合には、ページ画像の水平
方向の全体が表示され、水平方向のスクロールを行う必要はないが、外部ディスプレイ装
置5の画面水平解像度よりも広い固定幅レイアウトを採用しているウェブページを閲覧し
ている場合には、外部ディスプレイ装置5の画面には、ページ画像は水平方向の一部だけ
が表示されることになり、水平スクロールを行うことによってページ画像の全体が閲覧で
きる。一方、テレビ放送を視聴している場合、又は被写体を撮影している場合には、デジ
タル動画信号の本来画像よりも解像度の低い画像が全画面表示される。
【０１３７】
　ただし、外部ディスプレイ装置5として、上記のようにフルハイビジョンテレビモニタ
のような高解像度ディスプレイ装置を採用している場合には、外部ディスプレイ装置5に
表示される画像は、以下のように変わる。
　まず、ウェブページを閲覧している場合には、上記の理由により、ほとんどのウェブペ
ージのページ画像はその水平方向の全体が表示され、水平スクロールすることなく閲覧で
きる。
　次に、テレビ放送を視聴している場合、被写体を撮影している場合には、又は携帯テレ
ビ電話でのコミュニケーションを行っている場合には、上記のように、通常のケースでは
、中央演算回路１_10A1においてデジタル動画信号における本来画像の描画命令が生成・
送信されることに対応して、外部ディスプレイ装置5の画面には本来画像が表示される。
その際、外部ディスプレイ装置5又は接続ユニット3におけるインターフェース部Ｃ１_35
がアップスキャンコンバート機能を有する場合には、該本来画像が外部ディスプレイ装置
5の画面全体にわたって表示され、そうでない場合には、画面の中央部分、又は四隅のい
ずれかに偏った部分だけが表示領域となって、それ以外の部分は非表示領域となるような
形態で表示される（ただし、ハイビジョンテレビ放送を視聴し、外部ディスプレイ装置5
がフルハイビジョンモニタである場合には、インターフェース部Ｃ１_35がアップスキャ
ンコンバート機能を有しない場合でも、本来画像が外部ディスプレイ装置5の画面全体に
表示される）。いずれの場合も外部ディスプレイ装置5の画面に表示される画像の解像度
は本来解像度のままで変わらない。
　一方、フラッシュメモリ14Aが画像の補間プログラムを格納しており、中央演算回路１_
10A1がそれに従って作動しているケースでは、外部ディスプレイ装置5の画面解像度と同
じ解像度を有する画像の描画命令を生成・送信する場合には、本来解像度よりも解像度の
大きい画像が、外部ディスプレイ装置5の画面全体にわたって表示される。
【０１３８】
　なお、画像データを外部ディスプレイ装置5の画面で再生する場合にも、中央演算回路
１_10A1、グラフィックコントローラ１_10B及びＴＭＤＳトランスミッタ13A等の機能は、
基本的には他の用途における機能と同じである。
　画像データの本来画像の解像度と外部ディスプレイ装置5の解像度の大小関係、補間プ
ログラムの有無、さらには外部ディスプレイ装置5又は接続ユニット3がマルチスキャン機
能を有しているか否かと等に応じて、本来画像、本来画像から画素が間引かれることによ
って低解像度となった画像、又は本来画像に画素が補間されることによって高解像度とな
った画像が、外部ディスプレイ装置5の画面全体にわたって表示されたり、画面の中央部
分、又は四隅のいずれかに偏った部分の表示領域に表示されたりする。
【０１３９】
　さて、携帯電話機1の中央演算回路１_10A1が、前記接続検知信号を受信した場合、中央
演算回路１_10A1は、キー入力コントローラ16Bに対して、携帯電話機1のキー操作部16Aか
らの入力信号は受け付けず、接続ユニット3のインターフェース部Ｃ２_36に接続された外
部キーボード61又はマウス62からの入力信号だけを受け付けるようにする入力元指示信号
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を出力する。これにより、ユーザーは、文字入力の操作性が悪かった携帯電話機1のキー
操作部16Aでの操作に替えて、フルキーボードである外部キーボード61又はマウス62を操
作することによりデータを入力することができるようになる。
【０１４０】
　また、携帯電話機1の中央演算回路１_10A1は、外部キーボード61又はマウス62を操作す
ることによって入力されたデータに基づき、上記のようにフラッシュメモリ14Aにアクセ
スするかわりに、バス19、外部接続端子部Ａ_13D、接続ケーブル2及び接続ユニット3のイ
ンターフェース部Ｂ_33を経由してＨＤＤ34にアクセスすることにより、ビットマップデ
ータやデジタル音声データを必要に応じて圧縮したデータファイルとして書き込んだり、
逆にデータファイルを読み出して必要な処理を行ったりすることにより、描画命令をグラ
フィックコントローラ１_10Bに出力したり、デジタル音声信号をベースバンドプロセッサ
11経由でＣＯＤＥＣ18Cに出力したりする。また、中央演算回路１_10A1は、フラッシュメ
モリ14Aに格納されたデータファイルを読み出して、バス19、外部接続端子部Ａ_13D、及
び接続ユニット3のインターフェース部Ｂ_33を経由して、ＨＤＤ34に保存することができ
る。
　この際、ＨＤＤ34の容量は、フラッシュメモリ14Aよりもはるかに大きくできるため、
例えば、長時間のムービーの保存や数多くの音楽ファイルの保存を制約なく行うことがで
きる。
【０１４１】
　なお、グラフィックコントローラ１_10Bで生成されたビットマップデータの送信先の指
定（切り替え）や、中央演算回路１_10A1に対するデータの入力元の指定（切り替え）は
、上記のように、受信した接続検知信号に基づいて自動的に行われるだけでなく、例えば
、携帯電話機1のキー操作部16Aのマニュアル操作によって行うような構成とすることも可
能である。また、外部ディスプレイ装置5に出力されるビットマップデータが記述する画
像の解像度の指定は、上記のように、受信した外部ディスプレイ装置5の画面解像度デー
タに基づいて自動的に行われるだけでなく、例えば、ＬＣＤパネル15A又は外部ディスプ
レイ装置5の画面に解像度の選択肢を示す画像を表示し、外部キーボード61又はマウス62
によって外部ディスプレイ装置5の画面解像度に適合した解像度を選択する仕方で行うよ
うな構成とすることもできる。あるいは、そのような選択手段は設けず、外部ディスプレ
イ装置5に出力されるビットマップデータが記述する画像の解像度を、例えばＶＧＡサイ
ズに固定することも可能である。
【０１４２】
　また、この実施形態においては、携帯電話機1を接続ユニット3に接続した場合でも、テ
レビ放送番組を視聴したり、録画したムービーを再生したりする際の音声は、携帯電話機
1側のスピーカ18Bから出力されるが、携帯電話機1と接続ユニット3の双方に必要なインタ
ーフェース手段を追加し、接続ユニット3に音声デコーダを追加した上で、接続ユニット3
に高性能外部スピーカを接続することにより、該外部出力から高品質の音声を出力させる
ようにすることもできる。
【０１４３】
　一方、図２は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用
接続ユニットとを接続した上で、該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装
置を接続することによって構成した情報通信システムの構成を説明するための外観図であ
り、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合を説明している。
【０１４４】
　この実施形態においては、接続ユニット3は携帯電話機1を挿入する挿入口33D1を有し、
携帯電話機1を挿入口33D1に挿入することによって、携帯電話機1における外部接続端子部
Ａ_13D（図２に図示されていない）と接続ユニット3におけるインターフェース部Ｂ_33（
図２に図示されていない）の外部接続端子部Ｂ_33Dが接触し、結果として、携帯電話機1
と接続ユニット3が接続される（したがって、ここでは接続ケーブル2は要しない）。
【０１４５】
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　また、接続ユニット3は、外部キーボード61接続用及びマウス62接続用の外部入力接続
端子36Dを有し、そこに外部キーボード61接続用ケーブル及びマウス62接続用ケーブルの
コネクタを挿入することによって、これらの入力装置を接続ユニット3に接続することが
できる。さらに、接続ユニット3は、外部ディスプレイ装置5接続用の接続端子（図２に図
示されていない）も有し、外部ディスプレイ5接続用ケーブルのコネクタを該接続端子と
外部ディスプレイ装置5側の接続端子（図２に図示されていない）に接続することによっ
て、外部ディスプレイ装置5を接続ユニット3に接続することができる。
　なお、接続ユニット3と外部ディスプレイ装置5及び外部入力装置（外部キーボード61及
びマウス62）との間のインターフェースを、ＤＶＩ（Digital Visual Interface）やＵＳ
Ｂ（Universal Serial Bus）等の汎用的な規格に合わせることより、コネクタやケーブル
を安価に調達することができる。
【０１４６】
　さらに、接続ユニット3は商用電源プラグ37Cも有し、商用電源プラグ37Cを商用交流電
源のコンセント7に挿入することにより供給される交流電力を、内蔵するＡＣ／ＤＣ回路3
7B（図２に図示されていない）で変換することによって得られる直流電力によって接続ユ
ニット3を駆動することができるとともに、携帯電話機1の内蔵充電池17（図２に図示され
ていない）を充電することができる。
【０１４７】
　なお、図１及び図２においては、携帯電話機1と接続ユニット3、接続ニット3と外部デ
ィスプレイ装置5及び外部入力装置（外部キーボード61及びマウス62）は、接続ケーブル
や外部接続端子部同士の直接接触によって接続されているが、この代わりにBluetoothやI
rDA（Infrared Data Association）規格等の無線手段を使用することも可能である。
【０１４８】
　一方、図３は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用
接続ユニットとを接続した上で、該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装
置を接続することによって構成した情報通信システムと、インターネットに接続したウェ
ブサーバとの間での情報のやり取りを説明するための説明図であり、特に、該携帯情報通
信装置が携帯電話機である場合を説明している。
【０１４９】
　携帯電話機1、接続ユニット3、外部ディスプレイ装置5及び外部入力装置（外部キーボ
ード61及びマウス62）から構成された情報通信システムがインターネット9に接続してい
るウェブサーバ91にアクセスする際、携帯電話機１における中央演算回路１_10A1は、フ
ラッシュメモリ14Aに格納されたブラウザプログラムに従って、バス19、ベースバンドプ
ロセッサ11、ＲＦ送受信部111B及び通信用アンテナ111Aを経由して、ウェブサーバ91にユ
ーザーエージェントを送信する（携帯電話機1の構成要素は図３に図示されていない）。
また、フラッシュメモリ14Aに格納されたブラウザプログラムは、フレーム表示のウェブ
ページを構成する複数のウェブファイルから適切に画面イメージを構成できるフレーム対
応の機能を有する
【０１５０】
　この際、中央演算回路１_10A1は、ユーザーエージェントに、携帯電話機1が高解像度外
部表示信号の送信機能を有することを示す情報とともに、グラフィックコントローラ１_1
0Bに対して、ＶＲＡＭ１_10Cから切り出したビットマップデータをＬＣＤドライバ15Bに
送信するように命令しているか、ＴＭＤＳトランスミッタ13Aに送信するように命令して
いるかを特定できる情報を含ませる。
　一方、ウェブサーバ91は、携帯電話機の付属ディスプレイで閲覧することを想定したサ
イズが小さくフレーム表示も使わないウェブページに対応する、マークアップ文書ファイ
ル及びそのリンクファイルからなるデータファイルセット（以下、ケータイ向けファイル
セットと略記）と、パソコンで閲覧することを想定した、サイズや形式に制約のないウェ
ブページに対応するデータファイルセット（パソコン向けファイルセットと略記）の双方
を格納している。その上で、ＣＧＩ又はＰＨＰの機能を有することにより、ユーザーエー
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ジェントに含まれた前記の情報のうち、送信命令に関する情報に基づき、より望ましいも
のを選択して携帯電話機1、接続ユニット3、外部ディスプレイ装置5及び外部入力装置（
外部キーボード61及びマウス62）から構成された情報通信システムに転送する。すなわち
、中央演算回路１_10A1からの送信命令がＬＣＤドライバ15Bへの送信を命令している場合
にはケータイ向けファイルセットを、ＴＭＤＳトランスミッタ13Aへの送信を命令してい
る場合にはパソコン向けファイルセットを、それぞれ送信する。
　この結果として、携帯電話機1、接続ユニット3、外部ディスプレイ装置5及び外部入力
装置（外部キーボード61及びマウス62）から構成された情報通信システムにおいては、ア
クティブな状態にあるディスプレイ手段の画面解像度に適応した、より望ましいウェブペ
ージが閲覧できることになる。特に、携帯電話機１がフレーム表示のウェブページを構成
する複数のウェブファイルを受信した場合、該ウェブファイルを適切にレンダリング処理
することにより、接続ユニット3に接続された外部ディスプレイ装置5の画面にフレーム形
式のページ画像が表示される。
【０１５１】
　また、ウェブサーバ91は、そこにアクセスしてダウンロード操作を行うことにより、画
像データファイルをダウンロードすることができるウェブサイトを複数用意しており、携
帯電話機1から送信されたユーザーエージェントに含まれた前記の情報のうち、外部表示
信号の送信機能に関する情報に基づき、一つの操作でＱＶＧＡサイズとＶＧＡサイズの双
方の画像データファイルを一度にダウンロードできるような機能を有するウェブページに
アクセスするように自動的に振り分ける。これにより、ユーザーは、携帯電話機1のキー
操作部16A又は外部入力装置（外部キーボード61及びマウス62）を用いた一度の操作によ
って、ＱＶＧＡサイズとＶＧＡサイズの双方の画像データファイルを一度にダウンロード
できる。
【０１５２】
　一方、図４は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置によってリキッドレイ
アウトを採用したマークアップ文書ファイルを閲覧した場合に、該携帯情報通信装置の付
属ディスプレイパネルに表示される画面イメージを説明するためのイメージ図であり、図
５は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用接続ユニッ
トとを接続した上で、該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装置を接続す
ることによって構成した情報通信システムによって、リキッドレイアウトを採用したマー
クアップ文書ファイルを閲覧した場合に、外部ディスプレイ装置の画面に表示される画面
イメージを説明するためのイメージ図である。なお、図４及び図５では、本出願の明細書
のテキストをそのまま記載したマークアップ文書ファイルを閲覧した場合を想定している
。
　マークアップ文書ファイルを閲覧する場合、携帯電話機1のＬＣＤパネル15A（ここでは
画面解像度をＱＶＧＡサイズと想定）に表示される場合でも、外部ディスプレイ装置5（
ここでは画面解像度をＶＧＡサイズと想定）に表示される場合でも、文章は画面幅で改行
されるため、水平方向にスクロールする必要はないが、図からわかるとおり、ＬＣＤディ
スプレイパネル15Aに表示される場合は、1行あたりに表示される文字数が少ないため、文
章全体を読むためには、垂直方向のスクロールを何度も何度も繰り返す必要があり、読解
が困難になる。それに対して、外部ディスプレイ装置5の画面に表示する場合には、1行あ
たりの表示文字数が多くなるため、図からもわかる通り、文章の非常に読解しやすくなる
。
【０１５３】
　なお、この実施形態においては、携帯電話機1は電子メールの受信機能も有しており、
インターネット9から通信用アンテナ111A、ＲＦ送受信部111B、ベースバンドプロセッサ1
1、及びバス19経由で中央演算回路１_10A1が受信した電子メールのデジタル信号は、フラ
ッシュメモリ14Aに格納された電子メールプログラムに従って処理され、電子メールの文
章（テキスト）が、携帯電話機1を単独で使用されている場合にはＬＣＤパネル15Aに、外
部ディスプレイ装置5が接続ユニット3を介して接続されている場合には外部ディスプレイ
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装置5の画面にそれぞれ表示される。
　この際の画面イメージは、それぞれ図４及び図５と同様であり、この場合にも、外部デ
ィスプレイ装置5の画面に表示することによって、1行あたりの表示文字数が多くなるため
、特に長文の電子メールについては、文章の非常に読解しやすくなる。
【０１５４】
（第２の実施形態）
　図６は、本発明の第２の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入
出力ユニットとを接続することによって構成した情報通信システムの構成及び機能を説明
するためのブロック図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合につい
て説明している。
【０１５５】
　この実施形態における携帯電話機1の機能は、それが単独で使用される限りにおいては
、第１の実施形態における携帯電話機1の機能と全く同じである。一方、携帯電話機1は、
接続ケーブル2を介して接続ユニットの替わりに外部入出力ユニット4に接続されるが、そ
の場合も、中央演算回路１_10A1が外部ディスプレイ装置の画面解像度データを受信する
替わりに外部入出力ユニット4の外部ＬＣＤパネル45Aの画面解像度データを受信すること
等を除けば、基本的な機能は同じである。
　一方、外部入出力ユニット4についても、外部ディスプレイ装置及び外部キーボードを
外部接続する替わりに、外部ＬＣＤパネル45Aと外部キー操作部461をその一部として含ん
でいること、ポインティングデバイスとしてマウスを外部接続する替わり外部タッチパッ
ド462を備えていること等を除き、機能としては、第１の実施形態における接続ユニット3
と外部ディスプレイ装置及び外部入力装置の組み合わせとほとんど変わらない。
　すなわち、携帯電話機1の中央演算回路１_10A1は、外部入出力ユニット4の接続検知信
号及び外部入出力ユニット4における外部ＬＣＤパネル45Aの画面解像度データを受信した
場合、グラフィックコントローラ１_10Bに、データ通信・処理用に使用される場合、テレ
ビ番組の視聴用に使用される場合、被写体の撮影用に使用される場合の各々の場合に適切
な解像度を有する画像を記述するビットマップデータを生成し、ＴＭＤＳトランスミッタ
13Aに送信するように命令する。該描画命令及び送信命令に従って送信されたビットマッ
プデータは、携帯電話機1における外部接続端子部Ａ_13Dを経由して、外部入出力ユニッ
ト4のインターフェース部Ｄ_43を構成する外部接続端子部Ｄ_43Dで受信される。該ビット
マップデータは、ＴＭＤＳレシーバ45D及びスキャンコンバータ45Cで必要な処理を施され
た上で、外部ＬＣＤドライバ45Bに送信され、外部ＬＣＤドライバ45Bが、外部ＬＣＤパネ
ル45Aの画面を構成する各々の画素を駆動することにより、外部ＬＣＤパネル45Aに画面イ
メージが表示される。
【０１５６】
　なお、本実施形態の外部入出力ユニット4においても、第１の実施形態の接続ユニット3
におけるのと同様に商用電源プラグ47Cも有し、商用電源プラグ47Cから供給される交流電
力を、付属するＡＣ／ＤＣ回路47Bによって変換することによって得られ、一旦充電池Ｄ_
47Aに蓄えられた直流電力によって外部入出力ユニット4を駆動することができるとともに
、携帯電話機1の内蔵充電池17を充電することができる。
　また、本実施形態の携帯電話機1を外部入出力ユニット4に接続した場合でも、テレビ放
送番組を視聴したり、録画したムービーを再生したりする際の音声は、携帯電話機1側の
スピーカ18Bから出力されるが、携帯電話機1と外部入出力ユニット4の双方に必要なイン
ターフェース手段を追加し、外部入出力ユニット4に音声デコーダと高性能外部スピーカ
を追加することにより、該外部出力から高品質の音声を出力させるようにすることもでき
る。
【０１５７】
　一方、図７は、本発明の第２の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用
外部入出力ユニットとを接続することによって構成した情報通信システムの構成を説明す
る外観図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合について説明してい
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る。
【０１５８】
　この実施形態においては、外部入出力ユニット4は以下のような構成となっている。す
なわち、上面に外部キー操作部461及び外部タッチパッド462を配備した筐体の内部に、図
７には図示されていないインターフェース部Ｄ_43を構成する回路、ＴＭＤＳレシーバ45D
、スキャンコンバータ45C等の回路、及びＨＤＤ44が収められている。また、該筐体と外
部ＬＣＤパネル45Aがヒンジで接続されており、外部ＬＣＤパネル45Aの額縁部には、図７
には図示されていない外部ＬＣＤドラバ45Bが収められている。
　また、該筐体の背側面（図２には図示されていない）には、接続ケーブル2を接続する
ための外部接続端子部Ｄ_43Dと、ＡＣ/ＤＣ回路47Bを接続する電力ケーブルを接続するた
めの端子部が設けられている。
【０１５９】
（第３の実施形態）
　図８は、本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入
出力ユニットとを接続することによって構成したナビゲーションシステムの構成を説明す
る外観図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合を説明している。
【０１６０】
　この実施形態においては、携帯電話機1は、音声通話、携帯テレビ電話又はデータ通信
のための電波信号（以下では、通信電波信号と略記する）に加えてＧＰＳ信号を受信し、
電気信号に変換する共用アンテナ113A、通信電波信号を変換した電気信号とＧＰＳ信号を
変換した電気信号を、それぞれＲＦ送受信部111BとＧＰＳダウンコンバータ113Bに振り分
ける共用器113D、ＧＰＳ信号を変換した電気信号の周波数を変換するＧＰＳダウンコンバ
ータ113B及び該周波数変換された電気信号をデジタル信号に変換するＡＤ／ＤＡ変換部３
_113Cを備えている（一方、ＣＣＤ等の撮像手段は備えていない）。
　中央演算回路１_10A1は、外部入出力ユニット4に備えられたＨＤＤ44にアクセスして格
納された画像データファイルを読み出すか、あるいは、共有アンテナ113Aで受信したイン
ターネットプロトコルに準拠した電波信号を、共用器113D、ＲＦ送受信部111B及びベース
バンドプロセッサ11経由で変換したデジタル信号を受信するかして、地図情報を含む画像
データを取得する。そして、該地図情報をＡＤ／ＤＡ変換部３_113Cからのデジタル信号
とを組み合わせることにより、自らの現在位置情報を含む地図画像を記述するビットマッ
プデータを、あらかじめ十分な大きさの論理解像度を有するように設定された仮想画面上
で作成するように命令する描画命令をリアルタイムでグラフィックコントローラ１_10Bに
送信する。
【０１６１】
　その際、中央演算回路１_10A1は、外部入出力ユニット4が接続していることを検知する
接続検知信号に基づき、グラフィックコントローラ１_10Bに対して、生成したビットマッ
プデータを、ＬＣＤドライバ15BとＴＭＤＳトランスミッタ13Aのいずれかに送信すること
を命じる送信命令も合わせて送信する。
　これに基づき、グラフィックコントローラ１_10Bは、仮想画面上のビットマップデータ
から、ＬＣＤパネル15Aの画面解像度又は外部入出力ユニット4における外部ＬＣＤタッチ
パネル456の画面解像度に対応する部分を切り出し、それぞれＬＣＤドライバ15B又はＴＭ
ＤＳトランスミッタ13Aに送信する。そして、このビットマップデータを必要なインター
フェースを介して受信することにより、携帯電話機1のＬＣＤパネル15A又は外部入出力ユ
ニット4の外部ＬＣＤタッチパネル456に、自らの現在位置が中心部に示された地図画像に
、必要に応じて画面の上部・下部に表示されるメニュー表示等を組み合わせた全画面画像
が表示される。
【０１６２】
　なお、本実施形態における外部入出力ユニット4の外部ＬＣＤタッチパネル456は、パネ
ルの表面を接触することによってデータを入力できるタッチパネル機能を有しており、外
部キー操作部461を操作して入力されるデータに加えて、外部ＬＣＤタッチパネル456のパ
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ネルを接触して入力されるデータが、インターフェース部Ｄ_43、外部接続端子部Ａ_13D
及びバス19を経由して中央演算回路１_10A1に送信される。そして、それらの入力データ
が中央演算回路１_10A1で処理されることにより、外部ＬＣＤタッチパネル456に表示され
る画像が切り替わる。
【０１６３】
　また、外部入出力ユニット4は、外部マイクロホン48A、外部スピーカ48B及び外部ＣＯ
ＤＥＣ48Cを備えており、一方、携帯電話機1の外部接続端子部Ａ_13D及び外部入出力ユニ
ット4のインターフェース部Ｄ_43は、デジタル音声データをやり取りする機能を有してい
る。このため、外部マイクロホン48A、外部スピーカ48B及び外部ＣＯＤＥＣ48Cとベース
バンドプロセッサ11が、バス19及びインターフェース手段を介してデジタル音声のやり取
りを行うことより、外部マイクロホン48A及び外部スピーカ48Bを用いた音声通話が実現で
きる。
【０１６４】
　さらに、本実施形態における携帯電話機1は、目的地までの経路情報や交通情報を知ら
せるデジタル音声信号を、中央演算回路１_10A1がＨＤＤ44に格納されたナビゲーション
プログラムに従って生成することによって、及び／又は、インターネットプロトコルに準
拠した電波信号を共用アンテナ113A、共用器113D、ＲＦ送受信部111B及びベースバンドプ
ロセッサ11を経由で受信・変換することによって、生成することができる。このデジタル
音声信号は、上記と同様の経路で外部入出力ユニット4の外部スピーカ48Bまで送信され、
音声として出力される。
　なお、本実施形態における携帯電話機1と外部入出力ユニット4とを接続することによっ
て構成したナビゲーションシステムは、自動車に積載された充電池Ｄ_47Aから供給される
直流電力によって作動する。
【０１６５】
　一方、図９は、本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用
外部入出力ユニットとを接続することによって構成したナビゲーションシステムの構成を
説明する外観図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合について説明
している。
【０１６６】
　この実施形態においては、自動車のダッシュボード8の運転手側側面に、天面に外部Ｌ
ＣＤタッチパネル456を配置し、該天面における外部ＬＣＤタッチパネル456の額縁部に外
部キー操作部461を配備した筐体がはめ込まれており、該筐体の内部にはＨＤＤ44及び各
種のインターフェースを構成する回路が納められている（図９には表示していない）。ま
た、ダッシュボード8の内部に埋め込まれている該筐体の側面又は底面には外部接続端子
部Ｄ_43Dが設けられており、外部接続端子部Ｄ_43Dとダッシュボード8の天面に設けられ
た、携帯電話機1を挿入するための挿入口43D1の底部は、接続ケーブル2で接続されている
（図９には表示していない）。このため、携帯電話機1を挿入口43D1に挿入することによ
り、携帯電話機１の外部接続端子部Ａ_13Dと外部入出力端子部Ｄ_43Dを接続することがで
き、その結果、外部ＬＣＤタッチパネル456には、自らの現在位置が中心部に示された地
図画像が、運転手が確認できる程度のサイズ及び解像度で表示される。
　また、外部ＬＣＤタッチパネル456を含む筐体の周囲には外部マイクロホン48A及び外部
スピーカ48Bも配置されており、これらを用いることにより、上で説明したような、交通
情報や目的地までの経路情報の音声出力、ハンズフリーでの音声通話が実現される。
【０１６７】
　一方、図１０は、本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置によって自らの現在
位置情報を含む地図画像を表示させた場合に、該携帯情報通信装置の付属ディスプレイパ
ネルに表示される画面イメージを説明するためのイメージ図であり、図１１は、本発明の
第３の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入出力ユニットとを接
続することによって構成したナビゲーションシステムによって、自らの現在位置情報を含
む地図画像を表示させた場合に、外部入出力ユニットの画面に表示される画面イメージを
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説明するためのイメージ図である。
　なお、図１０と図１１においては、自らの現在位置は図中央の矢印によって示されてい
る。
【０１６８】
　これによってわかるように、本実施形態の携帯情報通信装置と外部入出力ユニットとを
接続することによりナビゲーションシステムを構成し、外部入出力ユニットの外部ディス
プレイパネルに地図画像を表示させることによって、携帯情報通信装置単独で使用する場
合より広範囲の地図情報を表示することができる。このため、進行経路を広範囲にわたっ
て見通さなければならない運転時には便利であり、これに上で説明したような、目的地ま
での経路情報や交通情報が外部スピーカから音声出力される機能が付加することによって
、運転手自身が利用できるカーナビゲーションシステムを構成することができる。
【０１６９】
（第４の実施形態）
　図１２は、本発明の第４の実施形態に係る携帯情報通信装置の構成及び機能を説明する
ためのブロック図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合を説明して
いる。
【０１７０】
　本実施形態においては、携帯電話機1のグラフィックコントローラ１_10Bが、ビットマ
ップデータ生成回路10B1とビットマップデータ転送回路10B2で構成されている。ビットマ
ップデータ生成回路10B1は、中央演算回路１_10A1からの描画命令に従ってビットマップ
データを生成し、ビットマップデータ転送回路10B2に送信する。ビットマップデータ転送
回路10B2は、中央演算回路１_10A1からの送信命令に従って、該ビットマップデータをＴ
ＭＤＳトランスミッタ13A又はＬＣＤドライバ15Bに振り分けて送信する。
【０１７１】
（第５の実施形態）
　図１３は、本発明の第５の実施形態に係る携帯情報通信装置の構成及び機能を説明する
ためのブロック図であり、特に、該携帯情報通信装置が携帯電話機である場合を説明して
いる。
【０１７２】
　本実施形態においては、第１から第４の実施形態における中央演算回路１_10A1の替わ
りに、中央演算回路２_10A2が備えられており、中央演算回路２_10A2は、描画命令と送信
命令を描画命令転送回路10Dに送信する。描画命令転送回路10Dでは、該送信命令に従って
、該描画命令を、グラフィックコントローラ２_13BとＬＣＤコントローラ／ドライバ15C
に振り分けて送信する。
　グラフィックコントローラ２_13Bでは、外部ディスプレイ装置で表示される画像を記述
するためのビットマップデータを作成し、ＶＲＡＭ２_13Cに一時的に保存するとともに、
外部ディスプレイ装置で表示される画像に対応する部分だけを切り出して、ＴＭＤＳトラ
ンスミッタ13Aに送信する。なお、第１から第４の実施形態においては、グラフィックコ
ントローラ１_10BとＶＲＡＭ１_10Cは、［特許請求の範囲］でいうところのデータ処理手
段の構成要素であったが、本実施形態においては、グラフィックコントローラ２_13BとＶ
ＲＡＭ２_13Cは、［特許請求の範囲］でいうところのインターフェース手段Ａ１の構成要
素となる。
　一方、ＬＣＤコントローラ／ドライバ15Cは、一つのチップセットの中に、グラフィッ
クコントローラ回路、ＶＲＡＭ及びＬＣＤドライバ回路を備えており、描画命令転送回路
10Dから受信した描画命令に基づき、ＬＣＤパネル15Aの画面を構成する各々の画素を駆動
することによって画像を表示する。なお、第１から第４の実施形態においては、ＬＣＤド
ライバ15Bが［特許請求の範囲］でいうところのディスプレイ制御手段Ａにあたるが、本
実施形態においては、ＬＣＤコントローラ／ドライバ15Cがディスプレイ制御手段Ａにあ
たる。
【０１７３】
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（第６の実施形態）
　図１４は、本発明の第６の実施形態に係る携帯情報通信装置用接続ユニットの構成及び
機能を説明するためのブロック図である。
【０１７４】
　本実施形態における接続ユニット3では、外部ディスプレイ装置5として、アナログＣＲ
Ｔディスプレイを接続する。このため、インターフェース部Ｂ_33で受信したデジタル表
示信号を、ＲＡＭＤＡＣ（Random Access Memory Digital/Analog Converter）35A1でア
ナログ信号に変換し、ＶＧＡ端子部35D1からアナログＲＧＢ信号として外部ディスプレイ
装置5に送信する。
【０１７５】
（第７の実施形態）
　図１５は、本発明の第７の実施形態に係る携帯情報通信装置用接続ユニットの構成及び
機能を説明するためのブロック図である。
【０１７６】
　本実施形態における接続ユニット3では、外部ディスプレイ装置5として、アナログテレ
ビモニタを接続する。このため、インターフェース部Ｂ_33で受信したデジタル表示信号
を、ビデオ信号変換回路35A2でアナログ信号に変換し、ビデオ出力端子部35D2から、コン
ポジットビデオ信号、セパレートビデオ信号又はコンポーネントビデオ信号として外部デ
ィスプレイ装置に送信する。その際、ビデオ出力端子部35D2としては、それぞれの信号の
タイプに応じた端子（コンポジット映像端子（ＲＣＡ端子）、セパレート映像端子（Ｓ端
子）又はコンポーネント映像端子）を使用する。
　なお、外部ディスプレイ装置として、デジタルテレビモニタを使用する場合には、デジ
タル→アナログの信号変換は不要であり（ただし、場合によってはデジタル→デジタルの
信号変換は必要）、また、外部ディスプレイ装置との接続端子としてはＨＤＭＩ（High D
efinition Multimedia Interface）を用いることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１７７】
　本発明は携帯電話機をはじめとする携帯情報通信装置を製造する、及び／又は、使用す
る各種産業において利用することができる。また、パソコンやカーナビゲーションシステ
ム等の非携帯型の情報通信装置を製造する、及び／又は、使用する産業においても利用す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１７８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置、携帯情報通信装置用接続ユニ
ット、及び両者を接続した上で該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装置
を接続することによって構成した情報通信システムの構成及び機能を説明するためのブロ
ック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用接続ユニ
ットとを接続した上で、該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装置を接続
することによって構成した情報通信システムの構成を説明するための外観図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用接続ユニ
ットとを接続した上で、該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装置を接続
することによって構成した情報通信システムと、インターネットに接続したウェブサーバ
との間での情報のやり取りを説明するための説明図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置によってリキッドレイアウトを
採用したマークアップ文書ファイルを閲覧した場合に、該携帯情報通信装置の付属ディス
プレイパネルに表示される画面イメージを説明するためのイメージ図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用接続ユニ
ットとを接続した上で、該接続ユニットに外部ディスプレイ装置及び外部入力装置を接続
することによって構成した情報通信システムによって、リキッドレイアウトを採用したマ
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ークアップ文書ファイルを閲覧した場合に、外部ディスプレイ装置の画面に表示される画
面イメージを説明するためのイメージ図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入出
力ユニットとを接続することによって構成した情報通信システムの構成及び機能を説明す
るためのブロック図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入出
力ユニットとを接続することによって構成した情報通信システムの構成を説明する外観図
である。
【図８】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入出
力ユニットとを接続することによって構成したナビゲーションシステムの構成及び機能を
説明するためのブロック図である。
【図９】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入出
力ユニットとを接続することによって構成したナビゲーションシステムの構成を説明する
外観図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置によって自らの現在位置情報
を含む地図画像を表示させた場合に、該携帯情報通信装置の付属ディスプレイパネルに表
示される画面イメージを説明するためのイメージ図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報通信装置と携帯情報通信装置用外部入
出力ユニットとを接続することによって構成したナビゲーションシステムによって、自ら
の現在位置情報を含む地図画像を表示させた場合に、外部入出力ユニットの画面に表示さ
れる画面イメージを説明するためのイメージ図である。
【図１２】本発明の第４の実施形態に係る携帯情報通信装置の構成及び機能を説明するた
めのブロック図である。
【図１３】本発明の第５の実施形態に係る携帯情報通信装置の構成及び機能を説明するた
めのブロック図である。
【図１４】本発明の第６の実施形態に係る携帯情報通信装置用接続ユニットの構成及び機
能を説明するためのブロック図である。
【図１５】本発明の第７の実施形態に係る携帯情報通信装置用接続ユニットの構成及び機
能を説明するためのブロック図である。
【符号の説明】
【０１７９】
1‥‥‥携帯電話機
10A1‥‥‥中央演算回路１
10A2‥‥‥中央演算回路２
10B‥‥‥グラフィックコントローラ１
10B1‥‥‥ビットマップデータ生成回路
10B2‥‥‥ビットマップデータ転送回路
10C‥‥‥ＶＲＡＭ１
10D‥‥‥描画命令転送回路
11‥‥‥ベースバンドプロセッサ
111A‥‥‥通信用アンテナ
111B‥‥‥ＲＦ送受信部
112A‥‥‥テレビ受信用アンテナ
112B‥‥‥テレビチューナ
112C‥‥‥ＡＤ／ＤＡ変換部１
113A‥‥‥共用アンテナ
113B‥‥‥ＧＰＳダウンコンバータ
113C‥‥‥ＡＤ／ＤＡ変換部３
113D‥‥‥共用器
12A‥‥‥光学系部
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12B‥‥‥ＣＣＤ
12C‥‥‥ＡＤ／ＤＡ変換部２
13A‥‥‥ＴＭＤＳトランスミッタ
13B‥‥‥グラフィックコントローラ２
13C‥‥‥ＶＲＡＭ２
13D‥‥‥外部接続端子部Ａ
14A‥‥‥フラッシュメモリ
14B‥‥‥ＲＡＭ
15A‥‥‥ＬＣＤパネル
15B‥‥‥ＬＣＤドライバ
15C‥‥‥ＬＣＤコントローラ／ドライバ
16A‥‥‥キー操作部
16B‥‥‥キー入力コントローラ
17‥‥‥内蔵充電池
18A‥‥‥マイクロホン
18B‥‥‥スピーカ
18C‥‥‥ＣＯＤＥＣ
19‥‥‥バス
2‥‥‥接続ケーブル
3‥‥‥接続ユニット
33‥‥‥インターフェース部Ｂ
33D‥‥‥外部接続端子部Ｂ
33D1‥‥‥挿入口
34‥‥‥ＨＤＤ
35‥‥‥インターフェース部Ｃ１
35A1‥‥‥ＲＡＭＤＡＣ
35A2‥‥‥ビデオ信号変換回路
35D1‥‥‥ＶＧＡ端子部
35D2‥‥‥ビデオ出力端子部
36‥‥‥インターフェース部Ｃ２
36D‥‥‥外部入力接続端子
37A‥‥‥充電池Ｂ
37B‥‥‥ＡＣ／ＤＣ回路
37C‥‥‥商用電源プラグ
4‥‥‥外部入出力ユニット
43‥‥‥インターフェース部Ｄ
43D‥‥‥外部接続端子部Ｄ
43D1‥‥‥挿入口
44‥‥‥ＨＤＤ
45A‥‥‥外部ＬＣＤパネル
45B‥‥‥外部ＬＣＤドライバ
45C‥‥‥スキャンコンバータ
45D‥‥‥ＴＭＤＳレシーバ
456‥‥‥外部ＬＣＤタッチパネル
461‥‥‥外部キー操作部
462‥‥‥外部タッチパッド
47A‥‥‥充電池Ｄ
47B‥‥‥ＡＣ／ＤＣ回路
47C‥‥‥商用電源プラグ
48A‥‥‥外部マイクロホン
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48B‥‥‥外部スピーカ
48C‥‥‥外部ＣＯＤＥＣ
5‥‥‥外部ディスプレイ装置
61‥‥‥外部キーボード
62‥‥‥マウス
7‥‥‥コンセント
8‥‥‥ダッシュボード
9‥‥‥インターネット
91‥‥‥ウェブサーバ

【図１】 【図２】

【図３】
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